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序     文 

  

インドシナ地域において違法薬物問題は長年にわたる懸案である。これまでタイ王国をはじめと

する周辺諸国は薬物問題に対処するための努力を続けてきた。従来型のヘロイン等のケシを原料と

するアヘン系薬物の生産は、タイ王国政府の撲滅政策によって大きく減少した。近年ではアンフェ

タミン系覚せい剤（以下 ATS と表記する）が、国際的なシンジケートを介して大量に密造されてお

り、ATS の乱用者は社会のあらゆる階層に広がり、社会、文化、経済、治安などのあらゆる場面に

直接・間接的な負のインパクトを与えている。違法薬物問題は、一国の問題として対処することが

困難なため、地域的国際的な取り組みが不可欠となっている。また薬物対策に係る法執行能力を強

化するためには薬物分析技術の向上が前提となることが広く認識されている。このため各国におけ

る薬物分析技術の向上を実現するべく、タイ王国政府は日本政府に薬物分析技術を高めるための支

援を要請した。 

これを受けて国際協力事業団（当時）は､2002 年 6 月に実施協議を行い、討議議事録（R/D）の署

名を取り交わし、同年 6月 16 日から 3年間の予定で｢薬物対策地域協力｣プロジェクトを開始した。 

本プロジェクトでは、タイ及びカンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム（以下「CLMV 諸国」

と表記する）の薬物鑑定官が精度の高い薬物分析をできるようになり、薬物分析の結果に関する情

報データベースが整備されることを目標として、薬物分析や情報技術に関する知識、技術の移転や、

上位の目標であるより高度な取締能力の獲得に貢献するための法執行分野の指導が行われてきた。 

今般、プロジェクト期間の終了を約４か月後に控え、プロジェクトの成果を評価するとともに、

今後の協力方針について相手国側と協議するため、2005 年 2 月 6 日から 2 月 26 日まで国際協力機

構社会開発部第一グループガバナンス・ジェンダーチームチーム長森本康裕を総括とする終了時評

価調査団を現地に派遣した。 

本報告書は、同調査団の調査･協議結果を取りまとめたものであり、今後の国際協力活動の進展に

広く活用されることを願うものである。 

ここに、これまでプロジェクトにご協力頂いた警察庁、外務省、在タイ王国日本国大使館をはじ

めとする対象各国日本国大使館など､関係各機関の方々に心から謝意を表するとともに、今後の更な

る発展に向け、一層のご支援をお願いする次第である。 

 

 平成 17 年 3 月 

 

 独立行政法人 国際協力機構 

  理事 松岡 和久 
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略 語 表 
 

ATS アンフェタミン系覚せい剤 

CCDAC ミャンマー薬物乱用統制中央委員会 

CEO ミャンマー科学検査所 

CID ミャンマー犯罪調査部 

CLMV(T) カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム（及びタイ） 

DEA 米麻薬取締局 

DMS タイ医科学局 

FDQCC 食料薬物品質統制センター 

GC ガスクロマトグラフィー 

GTZ ドイツ技術協力公社 

IFS ベトナム刑事科学研究所 

ILEA 国際法執行学院 

IR 原子吸光光度計 

JCC 合同調整委員会 

LCDC ラオス国家薬物統制管理委員会 

MOU 薬物統制に関する覚書 

NACD カンボジア国家薬物対策機関 

NCB タイ薬物統制委員会 

OJT オンザジョブ・トレーニング 

ONCB タイ薬物統制委員会事務局 

PNSB タイ警察麻薬鎮圧局  

R/D 討議議事録 

RTP タイ警察 

SODC ベトナム薬物対策常任事務所 

TLC 薄層クロマトグラフィー 

UNDCP 国連薬物統制計画 

UNODC 国連薬物犯罪オフィス（2002 年国連薬物統制計画等から整理、改称） 

 



 

評価調査結果要約表 
 

Ⅰ．案件の概要 

国名：タイ王国 

カンボジア王国 

ラオス人民民主共和国 

ミャンマー連邦 

ベトナム社会主義共和国 

案件名：薬物対策地域協力計画 

分野：ガバナンス 援助形態：プロジェクト方式技術協力（技術協力プロジェクト） 

所轄部署： 

社会開発部 

第一グループ 

協力金額（評価時点）： 

機材供与総額：１億 235 万 2,000 円 

活動経費総額： 2,134 万 3,000 タイバーツ 

協力期間：(R/D) 

2002 年 6 月 16 日～ 

2005 年 6 月 15 日  

先方関係機関 

タイ：     薬物統制委員会事務局 (ONCB) 

カンボジア：  国家薬物対策機関 (NACD) 

ラオス：    国家薬物統制管理委員会 (LCDC) 

ミャンマー：  薬物乱用統制中央委員会 (CCDAC) 

べトナム：   薬物対策常任事務所 (SODC) 

 日本側協力機関：警察庁  

 

１．協力の背景と概要 

 インドシナ地域において、違法薬物の密造・密売及び乱用は、長年にわたる懸案問題となって

きた。過去 40～50 年のあいだ、タイ王国（以下、「タイ」と記す）をはじめとする周辺諸国はこ

の問題に対処するため、絶えることなく包括的な努力を続けてきた。しかし、この問題は、今日

まで、社会、文化、経済、治安等のあらゆる局面に多大な負の影響を及ぼしている。 

  アヘンやヘロインが主体であった従来型の違法薬物問題に加え、近年はアンフェタミン系覚せ

い剤（以下 ATS と表記する）の密造、密売と、特に若年層による乱用が大きな社会問題となって

いる。 

 ATS 等の違法薬物は国際的なシンジケートを介して大量に密造されており、一国の問題として

対処することが困難なため、地域的国際的な取り組みが不可欠である。 

 薬物対策は緊急の課題であるが、法執行能力を強化するうえで、薬物分析技術の向上が前提と

なる。タイ及び周辺国が、連携して薬物分析技術を向上させることにより、この地域における法

執行能力の強化が可能となる。 

 かかる認識の下、タイ政府はインドシナ各国における薬物分析技術の向上を通じた法執行能力

の強化を実現すべく、日本政府に支援を要請した。 

 タイ政府の要請に応え、日本政府は事前調査団を派遣し、タイ政府関係者と打合せを重ねると

ともに、プロジェクトの実施可能性を調査した。この結果、両国政府は、2002 年 6 月 11 日に討

議議事録（R/D）に署名し、薬物対策地域協力プロジェクトの実施を決定するに至った。 

 

２．協力内容 

(1) 上位目標：タイと CLMV 諸国の薬物取締機関が、薬物分析と情報収集において、より高度

な法執行の能力を獲得する。 

 

(2) プロジェクト目標: 正確な分析技術 (定性・定量、不純物分析技術) が法執行強化のため

に、実際にタイと CLMV 諸国で用いられる。 

 

(3) 成 果 

成果１：CLMV 諸国の薬物鑑定官が、定性、定量分析の技術と知識を獲得する。 

成果２：CLMV 諸国で、中核となる薬物鑑定官が、不純物分析の知識と技術を獲得する。 

成果３：CLMV 諸国で、薬物取締官が薬物分析に関連する取り締まりの知識を身に付ける。 

 



 

 

成果４：タイ警察（Royal Thai Police：RTP）とタイ医科学局（Department of Medical 

Science：DMS）の州、地方分析施設において、適当な数の薬物鑑定官が定量分析に関

する知識と技術を獲得する。 

成果５：RTP と DMS において中核となる薬物鑑定官が、不純物分析に関する知識と技術を獲

得する。 

成果６：RTP の薬物取締官が、薬物分析に関連する取り締まりの知識を身に付ける 

成果７：ONCB において、薬物鑑定所で得られた分析結果が情報システムを経由して法執行

へと向かう円滑な流れが策定される。 

 

(4) 投入（2005 年 1 月末時点） 

日本側： 

1）専門家派遣 

• 長期専門家派遣 3 名（84.3M/M；チーフアドバイザー/薬物取締、薬物分析、薬物情

報システム) 

• 短期専門家派遣 5 名（10.8M/M；薬物取締) 

2）研修員受入れ 

• 本邦研修：14 名（タイ、CLMV 各国研修生、延べ人数） 

• タイ国での研修：41 名（CLMV 各国の研修生、延べ人数） 

3）機材供与：約１億 235 万 2,000 円 

（ガスクロマトグラフ、高速液体クロマトグラフ、サーバーコンピューター、周辺機器

など） 

4）ローカルコスト負担 2,134 万 3,000 タイバーツ（邦貨約 5,763 万円） 

 

タイ側： 

1）カウンターパート配置 11 名 
2）建物・施設等 

• ONCB 内の薬物分析用の研究室等の必要施設、 日本人専門家用の執務室 

3) 運営資金他 

• 機器の維持管理費と消耗品（薬物分析用の試薬）に係るコスト、約 75 万バーツ

（2002－2005） 

• 光熱費（水道・電気） 

• 国内通信費 

• タイ国内で実施されたセミナーに関する文具等 

• CLMV 各国の研修・セミナーに関するコストの一部（大部分は日本側が負担） 

 

CLMV 各国： 

1) プロジェクトの実施スタッフ 

• CLMV 各国から薬物鑑定官 2名を研修生として配置 

2) 土地、施設、機器等  

• ガスクロマトグラフによる分析のための分析室 

3) 運営費、機器等 

• 分析室の光熱費（水道、電気）及び、CLMV 国で実施された研修にかかわる事務用品 

• 分析用の試薬（ベトナム） 

• 薬物取締セミナーで用いたテストキット用の試薬（カンボジアとベトナム） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ．評価調査団の概要 

調査者 団長・総括：森本 康裕 

 

薬物対策： 花井 稔 

 

計画評価： 小西 伸幸 

 

評価分析： 東野 英昭 

国際協力機構 社会開発部 第一グループ  

ガバナンス・ジェンダ－チーム チーム長 

警察庁刑事局 組織犯罪対策部 薬物銃器対策課 課長

補佐 

国際協力機構 アジア第一部 第二グループ  

東南アジア第四チーム 

株式会社レックス・インターナショナル シニアコンサ

ルタント 

調査 

期間 

2005 年２月６日～2005 年２月 26 日 

 

評価種類：終了時評価 

 

Ⅲ．評価結果の概要 

 

１．評価結果の要約 

(1)妥当性：プロジェクトの妥当性はタイ及びCLMV諸国の政策、ターゲットグループのニー

ズ、日本政府の政策等との整合性、プロジェクトの手段としての妥当性（地域協力スキー

ム）のそれぞれの視点から高いものであると判断する。 

 

タイ、及び CLMV 諸国の政策との整合性 

 広域性を抱える薬物問題の性質から、1993 年、タイ、中国、ミャンマー、ラオスの４か

国は国連薬物統制計画（UNDCP）との間で薬物統制に関する覚書（MOU）を交わし、薬物の供

給削減のための法執行の強化と需要削減のための地域アクションプランの策定をめざすこと

となった。1995 年には、カンボジアとベトナムが MOU に加わった。 

 タイの第９次国家社会経済開発計画のなかで、タイ政府はこれまでの急速な経済発展のも

たらした問題点を教訓とし、社会の安定を保ちながら持続的に発展することをめざすとして

いる。貧困層に開発の焦点が当てられ、農民救済、地方村落開発、中小企業支援などに加え

薬物対策が政府の重点政策としてあげられている。 

 

ターゲットグループのニーズとの整合性 

 本プロジェクトのターゲットグループはタイ及び CLMV 諸国の薬物鑑定官、薬物統制委員

会事務局、薬物取締局（Narcotic Law Enforcement Bureau）、情報通信センター

(Information Technology Center)の職員である。タイの薬物鑑定官と薬物取締局、情報通

信センターの職員はタイ国内の薬物対策と CLMV 諸国の薬物対策への支援に直接に携わる立

場にあり、プロジェクトの実施と、彼らのニーズは高い整合性を有している。 

 同様に CLMV 諸国の薬物鑑定官は、定性・定量、不純物分析技術の能力向上を通じて法執

行の強化を実現し、効果的な薬物対策を実施していく使命をもつ。 

 

日本政府の政策との整合性 

 日本政府は、2003 年８月に改訂された ODA 大綱で、地球規模の課題への取り組みに高い

優先度を与え、地球温暖化、感染症、人口増加、食料、エネルギー、災害、テロリズム、麻

薬、国際犯罪等への取り組みが援助政策のなかの重要項目であることを強調している。本プ

ロジェクトは薬物対策の地域協力プロジェクトであり、日本政府のインドシナ地域の援助政

策に合致しているといえる。 

 

JICA の援助方針との整合性 

 JICA のタイへの技術協力の優先分野は、①社会セクター、②環境保全、③地域・農村開

発、④経済基盤整備、⑤地域協力支援の５分野である。地域協力支援のなかでインドシナに

おける薬物対策が協力課題として取り上げられている。 

 



 

 

プロジェクトの手段としての妥当性 (地域協力スキーム) 

 ATS 等の大量の薬物が国際的なシンジケートを通じて違法に生産されて流通し、その結

果、薬物の乱用がタイ及び周辺の CLMV 諸国の社会に広がり、社会に間接、直接の悪影響を

及ぼしている。 

 薬物分析の技術の速やかな向上を通じた法執行の強化がタイと周辺諸国で必要となってい

る。広域性をもつ薬物問題は一国の努力のみでは有効な解決を見いだすことができない。地

域全体での取り組みが不可欠であり、地域協力は、問題解決の手段として妥当なものであ

る。 

 

(2)有効性：プロジェクトの有効性は以下の理由により高いと判断する。 

プロジェクト目標の達成度 

 タイと CLMV 諸国の薬物鑑定官と薬物取締官の能力は、過去２年半の間、プロジェクトの

研修とセミナーを通じて向上しており、プロジェクト目標の達成度は満足すべきものであっ

た。また、プロジェクト目標は成果の発現を通じて達成されたものであることが確認でき

た。 

 タイと CLMV 諸国の薬物鑑定官は定性・定量、不純物分析技術の知識を向上させ、ガスク

ロマトグラフによる分析の技術を身に付けた。その結果、分析作業の効率と精度が向上し

た。 

 加えて、CLMV 諸国では、薬物取締官が組織的で合法的な捜査方法に対する理解を深め、

法執行の強化に寄与している。研修で指導したプリテストキットの使用が日常業務として根

づき、捜査の精度の向上に効果が認められた。 

 

(3)効率性：プロジェクトの効率性は高いものと判断する。 

日本側投入 

 日本側投入は、全体として、R/D に定められた質、量、タイミングで行われ、適切なもの

と判断する。日本人専門家による技術指導、日本、タイにおける研修とセミナー、CLMV 諸

国への巡回指導の組み合わせにより、プロジェクトの成果は、予定どおり達成された。 

 

タイ側投入 

 タイによる投入も、カウンターパート配置、設備提供については、質、量、タイミングの

点で、適切であった。しかし、研修・セミナーのコスト負担についてはタイ側による応分の

負担が予定されていたが、執行手続きの遅れから、日本側で大部分を負担した。 

 

CLMV 諸国の投入 

 CLMV 諸国の投入は適切なものであった。各国２名、同一の薬物鑑定官が R/D に定められ

たとおり継続して研修を受講した。ベトナムに関しては、１名の鑑定官が転職したために研

修生の入れ替えがあったが、後任の研修生も基礎能力があり大きな問題にはならなかった。

 設備に関しては、各国が薬物分析のための分析室を提供した。今後の機器の維持管理につ

いては、ベトナムを除き、分析室の整備、試薬の供給など課題が残されているが、各国の財

政状況のなかでは、相応の努力を見せたと考える。 

 

(4)インパクト：（広域協力案件の特徴と思われる）多くの正のインパクトが見られた。負のイ

ンパクトは現在のところ見当たらない。 

 

上位目標達成の見込み 

 薬物鑑定官と薬物取締官の能力はプロジェクトの実施した活動を通じて向上しており、ま

た、参加国の関係者による人的、技術的な交流も開始されていることから、タイ、CLMV 諸

国においてより高度な法執行の能力を獲得していくための基礎ができあがったものと判断す

る。以下の２点が満たされるなら、本協力期間終了後、３年から５年程度の間に、上位目標

の達成の可能性は高いと思われる。 

 



 

• プロジェクトの現在の活動が、CLMV 諸国の薬物対策組織との緊密な連携の下に ONCB の

手により主体的に継続されること。 

• 薬物分析情報システムの完成が大幅に遅れないこと。 

 

政策的インパクト 

• カンボジアにおける刑事訴訟法の改正手続きがあげられる。定性・定量分析技術の向

上により、薬物の分析結果を捜査及び裁判に反映できる基礎が整った。 

 

組織面でのインパクト 

• 薬物鑑定官、薬物取締官の能力向上と職務への態度の変化（自信と取り組みの姿勢の

向上） 

• ONCB の分析室の独立（薬物分析の重要性の認識による） 

• ONCB の国際的な知名度の向上 

 

技術面 

• タイでは、不純物分析が定常的に行われるようになり、薬物の製造元の特定に役立っ

ているほか、CLMV 諸国では、定量・定性分析技術の効率と精度の向上が見られた。 

• CLMV 諸国の取り締まりについては、プリテストキットが広く用いられるようになり、

分析室での本格的な分析の前に実施することにより、捜査の精度と効率性が向上し

た。 

• その他、学会誌への論文の投稿、テキストの作成等がなされた。 

• セミナー・研修の参加を通じて各国鑑定官のなかにネットワークが形成された。 

 

(5)自立発展性：プロジェクトの自立発展性は全体としては満足すべき水準にあるが、一部課

題が残されている。 

 

政策面：プロジェクトのめざす方向（上位目標、プロジェクト目標）は、タイ、CLMV 諸国

の政策に対して高い整合性を有している。また、地域協力としての案件形成もプロジェクト

の効果発現に適切な手法であった。したがって、実施機関である ONCB は、協力期間終了後

も、タイ政府の政策的なサポートを受けることが見込まれる。 

 また、CLMV 諸国の政策とも、整合性が高いことから、薬物対策に関する参加国間の協力

関係も、維持されていくものと思われる。 

 

組織面：ONCB はタイにおける薬物対策の中核機関であり、インドシナ地域の薬物問題に中

心となって取り組んでいくための経験と能力を備えていると思われる。  

 薬物鑑定官に関しては、現在、ONCB の分析室には７名の鑑定官しか在籍していないが、

ONCB は鑑定官の新規採用により、プロジェクト活動にかかわるカウンターパートスタッフ

の定型分析業務の負荷を軽減し、プロジェクト活動に専念させる用意があることを表明し

た。  

 

財政面：タイにおける薬物対策の中核組織であり、753 名のスタッフを有している ONCB に

ついて深刻な財政問題が生じる可能性は低い。 

 しかし、CLMV 諸国については薬物対策活動の予算が十分に確保されるかどうかは懸念が

残る。 

 

技術面：タイ：技術移転は、ONCB、RTP、DMS について十分に行われた。機器の維持管理に

ついても、深刻な問題はないと思われる。 

 CLMV 諸国：プロジェクト実施前の状態を考慮すれば、技術移転はこの２年半余の間に、

円滑に行われたと判断する。また、研修生以外の鑑定官、取締官にも、主に OJT を通じて知

識の普及が行われている。 

 

 



 

 しかし、現在、ガスクロマトグラフは大きな問題なく稼働しているものの、過去には周辺

機器を含めて故障が発生している。また、ベトナム以外の国（カンボジア、ラオス、ミャン

マー）では、維持管理に十分な予算が確保できていないこともあり、試薬（プリテストキッ

トの試薬も含め）の安定供給、分析室のインフラの改善など、今後の活動の円滑な継続に課

題が残されている。 

 

２．効果発現に貢献した要因 

(1)計画内容に関すること 

 プロジェクト開始以前に、ONCB において個別専門家派遣による指導が３年間にわたって

実施されている。この期間中に、ONCB の薬物鑑定官の知識・技術力が向上し、指導教材の

原形が作成され、技術移転の基礎が築かれている。プロジェクトは個別専門家の派遣から連

続して実施され、この基礎を有効に活用して実施された。 

 

(2)実施プロセスに関すること 

 

３．問題点及び問題点を惹起した要因 

(1)計画内容に関すること 

プロジェクト策定について：CLMV 各国については、分析結果が実際の取り締まりに貢献し

た件数等プロジェクトの策定時における目標の設定（特にプロジェクト目標と上位目標の指

標）が、与えられた協力期間と、プロジェクト開始時の各国の状況を考えると、やや現実か

ら乖離したものであった。 

 

(2)実施プロセスに関すること 

CLMV 各国の設備インフラ：CLMV 各国では、不安定な電力供給により、機器の故障が発生し

た。また、メーカーの代理店が国内になく、試薬やパーツが入手困難な条件下にあり、ガス

クロマトグラフィーによる分析作業の進捗に、支障を来した。 

 

実施機関の広域案件への取り組み体制：本案件は、JICA タイ事務所を中心に実施した広域

協力案件であるが、実施期間中、JICA 本部、各国事務所、現場（プロジェクト、CLMVT 各国

実施機関）間の実務レベルでの案件への対応の体制について整理が十分でなかった。 

 

政治的要因：2002 年の在カンボジア、タイ大使館焼き打ち事件や、2003 年のタイ・ミャン

マー国境紛争等で、一部研修計画が変更を余儀なくされた。なお、この変更を補う研修等の

措置はとられた。 

 

４．結 論 

 タイ、及び CLMV 各国の中心となる薬物鑑定官は、精緻な分析に関する知識と技術を習得し

た。プロジェクト参加国の法執行官についても、薬物分析に関する知識を得て、重要性を認識し

法執行に適用するようになりつつある。 

 情報システムの構築については進捗が遅れているが、協力期間内にはシステムの構築は完成す

る見込みである。 

 協力期間が限られているため、プロジェクトの下で得た知識・技術がどの程度実際の法執行に

結びついているかを評価することは現時点では難しいが、プロジェクトは順調に効果を発現して

おり、近い将来には各国で法執行能力の強化が実現すると思われる。 

 

５．提言(当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言) 

(1)協力期間 

 本プロジェクトは目標をおおむね達成する見込みであり、当初予定の協力期間で終了する

ことが望ましい。 

 

 

 



 

(2)情報システム構築 

 タイ側、日本側双方で薬物分析情報システムの構築を協力期間終了までに完了させるべ

く、最大限の努力を行うべきである。 

 

(3)ガスクロマトグラフの維持管理 

 プロジェクト期間中に、カンボジア、ラオス、ミャンマーでは、不安定な電力事情、試薬

の不足等から機材に故障が発生した。各国で、機材の操作、維持管理機能を自立的にもてる

ように、協力期間内に方法を検討することが必要である。 

 

(4)今後の協力について 

 本プロジェクトの上位目標である、タイ及び CLMV 各国の薬物対策関連機関が分析と情報

収集に高い能力を獲得するためには、本プロジェクトでタイ、CLMV 各国、日本の間で構築

された関係機関の協力関係を生かし、薬物対策への取り組みを推進していくべきである。 

 

６．教 訓 

 広域協力案件は、タイ側にも日本側にとっても新たな試みであるが、共通の目標と同一の水準

をめざす国際ネットワークの構築により、薬物問題のように国境を越えて生じる問題への対応に

は効果的かつ効率的な手段であると考えられる。 

 他方、広域協力案件の実施には、参加各国の協力と理解が不可欠であるため、計画策定には各

国の状況（技術水準、財政負担、組織能力）やニーズの違い、諸国間の政治的要因に十分留意す

ることが必要である。 

 今後の支援を検討する際には、これらの条件、利点、限界を勘案し、参加国と日本の貢献の最

適な組み合わせを求めていくことが必要である。 
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第１章 終了時評価調査の概要 

 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

 2002年６月から３年間にわたり実施している薬物対策広域協力プロジェクトは、実施協議の討議

議事録で合意された計画に沿って事業が実施されてきた。当初の計画で合意された協力の終了期日

である2005年６月まで約４か月を残すところとなり、以下の諸点を目的として2005年２月６日から

２月26日まで終了時評価調査団を派遣することとした。 

(1) これまで実施した協力について、当初計画に照らし、プロジェクトの活動実績、管理運営状

況、カウンターパートへの技術移転状況等について評価を行う。 

(2) 目標の達成度を判定したうえで、今後の協力方針を相手国側と協議する。 

(3) 評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からプロジェクト

専門家・関係者、タイ側関係者と共にプロジェクトの終了時評価を行う。 

(4) 評価結果から教訓及び提言等を導き出し、今後の協力のあり方や実施方法改善について協議

する。 

(5) 協議結果を双方の合意事項としてミニッツに取りまとめる。 

 

１－２ 調査団の構成及び調査期間 

氏名（期間） 担当業務 所 属 

森本 康裕 

(2月17日～2月26日) 

団長・総括 独立行政法人国際協力機構社会開発部 

第一グループガバナンス・ジェンダーチーム チーム長 

花井 稔 

(2月19日～2月26日) 

薬物対策 警察庁刑事局組織犯罪対策部  

薬物銃器対策課 課長補佐 

小西 伸幸 

(2月13日～2月19日) 

計画評価 独立行政法人国際協力機構アジア第一部第二グループ  

東南アジア第四チーム 

東野 英昭 

(2月6日～2月26日) 

評価分析 （株）レックス・インターナショナル 

シニアコンサルタント 

 

１－３ 対象プロジェクトの背景と概要 

１－３－１ プロジェクトの背景 

タイ政府は首相を中心とした薬物統制委員会を設置し、国をあげて薬物対策に取り組んでいる。

特に、薬物統制委員会事務局（ONCB）は実質的な薬物専門機関として機能し、タイ警察及び国連

機関と連携をとりながら対策を進めている。しかしながら、アンフェタミン系覚せい剤（以下

ATSと表記）は国際的なシンジケートを通じて密造密売されており、一国で対処するには限界が

ある。このため、タイ政府は地域的国際的な取り組みが不可欠であるという認識を強くしている。 

 薬物対策の地域協力の枠組みとして、タイ、中国、ミャンマー、ラオスの４か国は国連薬物統

制計画（UNDCP）の支援を得て、1993年に薬物統制に関する覚書（MOU）に調印し、1995年にはカ

ンボジアとベトナムがこれに加わった。その後の国際会議等において、MOU署名国は協力して薬

物対策を進める旨の意思表示を行っている。 

 タイ政府はATSの取り締まり強化のために、薬物分析技術の強化に係る技術協力を日本政府に
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要請し、これに対し、日本政府は1999年から薬物対策の個別専門家をONCBに派遣し、薬物分析と

りわけ不純物分析に係る技術移転を実施してきた。 

 精密な薬物分析データは、様々な捜査情報を系統化し、密造ルートや密造所を特定するために

極めて有効である。しかし、薬物の密造密売は、域内の国境を越えて行われているため、取り締

まりの効果的な実施のためには、タイだけでなく、域内各国が歩調を合わせて、分析能力を向上

させることが必要である。 

 こうした背景の下、タイ政府は、タイ及びカンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム（CLMV

諸国）の薬物取り締まり強化のため、当該地域で最も一般的な薬物であるATSの成分情報の分析

能力を域内各国が歩調を合わせて向上させ、その結果のデータベース化を図る、新たな地域協力

プロジェクトを、日本政府に対して要請した。 

 

１－３－２ プロジェクトの概要 

 上記要請を受けてJICAは2002年６月に実施協議を行い、討議議事録の署名を交わし、同年６月

から３年間にわたるプロジェクトを実施してきた。 

 本プロジェクトでは、タイ薬物統制委員会事務局（ONCB）を主なカウンターパート機関として

タイ国内ではタイ警察（RTP）、タイ医科学局（DMS）に対しても、CLMV諸国に対しては各国の薬

物分析機関と法執行機関の薬物鑑定官、法執行官を対象として、薬物分析と法執行分野で技術指

導を実施してきた。またONCBに対しては薬物情報システムの構築への支援を行ってきた。 

具体的には、ONCBを通して、タイのRTPとDMSへ定性・定量分析と不純物分析の技術研修を実施

してきた。定量分析技術は県／地域鑑定所の薬物鑑定官を対象とし、不純物分析は中央鑑定所の

鑑定官を対象とした。タイ国内の薬物鑑定官の技術の標準化を図ることにより、ONCBラボが不純

物分析及び必要業務に専念できる環境を整えることが期待されている。 

CLMV諸国の薬物分析機関の薬物鑑定官に対しては、ONCBを通して定性・定量分析と不純物分析

の技術研修を行っている。CLMV諸国の薬物鑑定官がタイのONCBにおいて履修する研修と、日本人

専門家及びONCBの鑑定官がCLMV諸国へ出向いて行うオンザジョブ･トレーニング（OJT）を組み合

わせている。OJTを組み込むことによって、CLMV諸国の現場環境に適合した指導が可能になると

ともに、CLMV諸国の鑑定所全体の能力向上を図ることができる。 

ONCBに対して、不純物分析の結果を活用するための薬物情報システムの構築と活用に関する技

術的アドバイスを実施することで、ONCBにおける薬物分析結果の情報の蓄積と解析を通した法執

行活動の強化に技術的な貢献を果たすことが期待されている。 

法執行官に対しては、日本人専門家が、タイ国内においてRTPに対し、またCLMV諸国に対して

は各国を訪問し、薬物に関する基本的知識と薬物取り締まりに関する技術指導を行ってきた。 

本プロジェクトの実施により、タイ及びCLMV諸国において、押収された薬物をより正確かつ迅

速に分析できるようになることにより、薬物事案に対する法執行が適切に行われるようになるこ

とが期待されている。 

また、本プロジェクトの実施により、タイ及びCLMV各国において、分析機材が整備され、鑑定

官が同様の分析技術を習得することにより、押収された薬物の分析結果の精緻化、標準化が図ら

れるとともに、不純物分析によるプロファイリングが促進され、その結果を各国関係機関が蓄積、

共有することにより、国境を越えて製造、取引、使用される違法薬物がトレーシングされ、全体

像が解析されることになり、薬物取り締まりに貢献することが期待される。 
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第２章 終了時評価の方法 

 

２－１ 評価の手順 

 終了時評価は、JICA評価ガイドラインにのっとり、プロジェクト・サイクル・マネージメント手

法（PCM手法）を用いて、以下の手順で実施された。 

 

(1)合同評価調査団の構成 

日本側の終了時評価調査団と、タイ側評価チームで合同評価調査団を構成し、終了時評価を

行った。タイ側評価チームメンバーは、次のとおり。 

 

(1) Ms. Rachanikorn Sarasiri Director of Foreign Affairs Bureau, ONCB 

(2) Ms. Anchalee Sirisabphya Director of HRD Institute on Narcotics Control, 

ONCB 

(3) Ms. Kulaphan Rataroon Foreign Affairs Bureau, ONCB 

(4) Ms. Kanyanan Kongpatnitiroj Narcotics Analysis and Technical Service 

Institute, ONCB 

(5) Ms. Khanitha Limvanich Information Technology Center, ONCB 

(6) Mr. Kraivudh Maneeratana Narcotic Law Enforcement Bureau, ONCB 

(7) Ms. Suthanone Fungtammasan Senior Programme Officer, Evaluation Unit, TICA 

 

(2)評価用プロジェクト・デザイン・マトリックスの作成 

 2002年11月に署名のR/Dに添付されたプロジェクト・デザイン・マトリックス(PDMo)を基に、

付属資料５．に示す評価用PDM（PDMe）を作成し、これを基に評価業務を進めることを日本、

タイ側で合意した。 

 

(3)プロジェクトの実績の確認 

 プロジェクトの評価時点までの実績を、収集した関連データ、情報を基に確認した。 

 

(4)評価5項目による評価と分析 

 以下に示す、評価５項目による評価を行うとともに、外部要因などの分析を行う。また、提

言と、教訓を導き出した。 

1)妥当性（Relevance） 

 プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、受益者のニー

ズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、相手国と日本側の政策との整

合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金であるODAで実施す

る必要があるか等の「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う。 

2)有効性（Effectiveness） 

 プロジェクトの実施により、本当に受益者若しくは社会への便益がもたらされている

のか(あるいは、もたらされるのか)を問う。 
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3)効率性（Efficiency） 

 主にプロジェクトの投入と成果の発現の関係に着目し、資源が有効に活用されている

か（あるいはされるか）を問う。投入の質・量・タイミングと、成果の発現に結びつい

ているかどうかを中心に検証する。 

4)インパクト（Impact） 

 プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果をみる視

点。予期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

5)自立発展性（Sustainability） 

 援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは持続の

見込みはあるか）を問う視点。 

 

(5) プロジェクトの評価は、主に、以下の資料を参照して行った。 

1)2002年６月に署名された討議議事録（Record of Discussions） 

2)プロジェクト報告書 

3)日本人専門家、タイ側カウンターパートスタッフ及び関連組織、CLMV各国関係者へのイン

タビュー（日本側評価チームが実施） 

4)タイ側カウンターパートスタッフ及び関連組織、CLMV各国関係者への質問票回答 

5)評価用プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDMe） 

 日本・タイ両国の評価チームは、討議を重ねた結果、合意に至り、上記(4)に示した５項目

に基づく評価結果と提言、教訓を取りまとめた。 

 

２－２ 評価用プロジェクト・デザイン･マトリックス（PDMe）の作成 

プロジェクトは、討議議事録（R/D）に添付されたPDMと実施計画書（Plan of Operation）に基づ

いて実施された。終了時評価にあたり、日本・タイ双方は、PDMを基に、プロジェクト実施期間中の

投入、成果をより正確に反映させるため、実態に合わせて一部修正して評価用のPDM（PDMe）を作成

し、評価に用いることを合意した。なお、上位目標、目標は変更されていない。 

 

(1)修正点は次の成果・活動を追加したことである。 

 成果３：CLMV諸国の薬物取締官が薬物分析に関連する法執行に関する知識を獲得する。 

 活動３：CLMV諸国において薬物取締官に対する法執行に関する研修を実施する。 

 成果６：タイ警察の薬物取締官が薬物分析に関連する法執行の知識を獲得する。 

 活動６：タイ警察の薬物取締官に法執行に関する研修を実施する。 

 

(2)プロジェクトの概略を以下に示す。 

プロジェクト名：タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム国「薬物対策地域協力プ

ロジェクト」（The Regional Cooperation Project on Capacity Building of Drug Analysis 

for Improvement of Drug Law Enforcement in Thailand, Cambodia, Laos, Myanmar and 

Vietnam） 
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協力期間：2002年6月16日より3年間 

 

対象地域：タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム国 

 

ターゲットグループ：タイ国とCLMV諸国の薬物鑑定官及び薬物統制委員会事務局（ONCB）の薬

物取締局と情報技術センターの職員（Drug Analysts in Thailand and the CLMV countries, 

staffs at Narcotic Law Enforcement Bureau and Information Technology Center of 

ONCB） 

 

上位目標：タイ国とCLMV諸国の薬物取締機関が、薬物分析と情報収集において、より高度な法

執行の能力を獲得する。 

 

プロジェクト目標：正確な分析技術（定性・定量、不純物分析技術）が法執行強化のために、

実際にタイ国とCLMV諸国で用いられる。 

 

成 果 

成果１：CLMV諸国の薬物鑑定官が、定性、定量分析の技術と知識を獲得する。 

成果２：CLMV諸国で、中核となる薬物鑑定官が、不純物分析の知識と技術を獲得する。 

成果３：CLMV諸国で、薬物取締官が薬物分析に関連する取り締まりの知識を身に付ける。 

成果４：RTP（Royal Thai Police）とDMS（Department of Medical Science）の州、地方分

析施設において、適当な数の薬物鑑定官が定量分析に関する知識と技術を獲得する。 

成果５：RTPとDMSにおいて中核となる薬物鑑定官が、不純物分析に関する知識と技術を獲得

する。 

成果６：RTPの薬物取締官が、薬物分析に関連する取り締まりの知識を身に付ける 

成果７：ONCBにおいて、薬物鑑定所で得られた分析結果が情報システムを経由して法執行へ

と向かう円滑な流れが策定される。 

 

 その他の詳細は、付属資料５．のPDMeに示すとおりである。 
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第３章 プロジェクトの実績 

 

３－１ 投入実績（詳細は付属資料６．参照） 

(1)日本側投入 

1)長期専門家 

• ３名〔84.3M/M（2005年1月末時点）；チーフアドバイザー／薬物取締、薬物分析、 

薬物情報システム〕 

2)短期専門家 

• ５名〔10.8M/M（2005年1月末時点）；薬物取締〕 

3)カウンターパート研修 

• 本邦研修：14名（タイ、CLMV各国研修生 延べ人数） 

• タイ国での研修：41名（CLMV各国の研修生 延べ人数）  

4)供与機材 

 日本側の供与機材は、2002年から2005年の間に、およそ１億235万2,000円である。 

 主な機材は、ガスクロマトグラフィー（７台）、ガス発生機（４台）、高速液体クロマトグ

ラフ（１台）及びサーバーコンピューター（２台）とモニター、プリンター、無停電電源装

置などの周辺機器である。供与機材の額を、参考としてタイ・バーツ、日本円、米ドルで示

す。 

 

タイバーツ 日本円 米ドル 

37,824（千バーツ） 102,352（千円）  975（千ドル） 

 （交換レート: 1.0 USD =THB 38.8=JPY105） 

 

5)他の投入 

 2002年から2005年の間に、国際セミナー、地域協力、ローカルコンサルタント契約等に関

する投入額は、合計額、2,134万3,000タイバーツである。 

 

タイバーツ 日本円 米ドル 

21,343（千バーツ） 57,626（千円）  549（千ドル） 

 （交換レート: 1.0 USD =THB 38.8=JPY105） 

 

(2)タイ側投入 

1)カウンターパートスタッフ配置 

• 11名（プロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネージャー、プロジェクト・コー

ディネーター：以上、各１名、技術カウンターパート：8名） 

2)土地、施設、建物等 

 ONCBは以下の施設等を提供した。 

• ONCB内の薬物分析用の研究室等の必要施設、 日本人専門家用の執務室 

• 薬物分析用の試薬 
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3)運営資金他 

• 機器の維持管理費と消耗品に係るコスト、およそ75万バーツ（2002-2005） 

• 光熱費（水道・電気） 

• 国内通信費 

• タイ国内で実施されたセミナーに関する文具など 

• CLMV各国の研修・セミナーに関するコストの一部（大部分は日本側が負担した） 

4)その他の投入 

• タイ国政府は、カウンターパート資金と、日本人専門家に対する施設使用、渡航ビザ取得

に対する優遇措置を、TICAを通じて与えた。 

 

(3)CLMV各国からの投入 

1)プロジェクトの実施スタッフ 

• CLMV各国から薬物鑑定官2名を研修生として配置 

2)土地、施設、機器等  

• ガスクロマトグラフィーによる分析のための分析室 

3) 運営費、機器等 

• 分析室の光熱費（水道、電気）及び、CLMV国で実施された研修にかかわる事務用品  

• 分析用の試薬（ベトナム） 

• 薬物取締セミナーで用いたテストキット用の試薬（カンボジアとベトナム） 

 

３－２ 成 果 

(1)CLMV各国の成果 

成果１：CLMV諸国の薬物鑑定官が、定性、定量分析の技術と知識を獲得する。 

指標：CLMV諸国で、ガスクロマトグラフィー（GC）を十分に活用できる薬物鑑定官の数が増加

する。 

 プロジェクト開始以前には、CLMV各国の薬物分析施設には、ベトナムを除き、GCは導入さ

れていなかった。終了時評価の実施時点における、各国の薬物鑑定官の自己評価によれば、

GCを日常業務で活用している（定性・定量分析の技術と知識を有している）薬物鑑定官の数

は、下表で示すとおりである。 

 

条件を満たす鑑定官の数 (1) 
国名 

2002 2005 

カンボジア 0/4 4/8 

ラオス 0/4 2/4 

ミャンマー（CEOヤンゴン） 0/13 2/13 

ベトナム（IFSハノイ及びホーチミン） 12/28 13/22 

注 (1): 分子は条件を満たす薬物鑑定官の数。分母は薬物鑑定官全体の数。カンボジアと

ベトナムについては、増員と組織編成の関係で薬物鑑定官の数に変化がある。 

 

成果２：CLMV諸国で、中核となる薬物鑑定官が、不純物分析の知識と技術を獲得する。 
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指標：CLMV諸国で、少なくとも１人の薬物鑑定官が不純物分析の知識と技術を習得する。 

 終了時評価の実施時点における薬物鑑定官の自己評価によれば、中核となる薬物鑑定官は、

プロジェクトの研修を通じて、不純物分析の知識と技術を身に付けている。 

 不純物分析の知識と技術を獲得した薬物鑑定官の数は、下表で示すとおりである。 

 

条件を満たす鑑定官の数 (1)  
国名 

2002 2005 

カンボジア 0/4 2/8 

ラオス 0/4 2/4 

ミャンマー（CEOヤンゴン） 0/13 2/13 

ベトナム（IFSハノイ及びホーチミン） 0/28 4/22 

注 (1): 分子は条件を満たす薬物鑑定官の数。分母は薬物鑑定官全体の数。カンボジアと

ベトナムについては、増員と、組織編成の関係で薬物鑑定官の数に変化がある。 

 

成果３：CLMV諸国で、薬物取締官が薬物分析に関連する取り締まりの知識を身に付ける。 

指標：薬物分析に関する取り締まりの知識を身に付けた薬物取締官の数が増加する。 

 終了時評価の時点までに、CLMV諸国の、延べ209人の取締官が、プロジェクトの下に行わ

れた研修とセミナーを受講した。  

 研修とセミナーの受講生に対するインタビュー、質問票の回答等から判断すると、彼らは、

組織的で合法的な取締方法について、及び、薬物分析をどのように取り締まりに生かしてい

くかについて、よく理解していた。また、プレテストキットについても、日常的に捜査のな

かで適用していることが分かった。 

 研修・セミナーで得た知識は、日常業務のなかで、同僚あるいは、部下の捜査官に伝えて

いることも確認できた。 

 

(2)タイの成果 

成果４：RTP（Royal Thai Police）とDMS（Department of Medical Science）の州、地方分析

施設において、適当な数の薬物鑑定官が定量分析に関する知識と技術を獲得する。 

指標：GCを十分に活用できる薬物鑑定官の数が増加する。 

 プロジェクト開始前の、州あるいは地方のRTPとDMSの薬物鑑定官の能力に関するデータは

ないが、プロジェクトの下で行われた研修に参加した薬物鑑定官の数は、RTPでは、中央鑑

定所から10名、州地方鑑定所からは40名である。研修の実績と、下表にまとめた自己評価の

結果から、GCを十分に活用できる薬物鑑定官の数は、プロジェクトを通じて増加していると

考えられる。 

 

条件を満たす鑑定官の数 (1) 
組織名 

2002 2005 (2) 

RTP中央鑑定所 データなし 10/10 

RTP州及び地方鑑定所 データなし 70/70 

DMS中央鑑定所 データなし 17/17 

注 (1): 分子は条件を満たす薬物鑑定官の数。分母は薬物鑑定官全体の数。 

(2): RTPの州及び地方鑑定所の薬物鑑定官の全体数は推定値。 
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成果５：RTPとDMSにおいて中核となる薬物鑑定官が、不純物分析に関する知識と技術を獲得す

る。 

指標：RTPとDMSで、少なくとも１人の薬物鑑定官が不純物分析の知識と技術を習得する。 

 インタビューの結果、RTP、DMSにおいて、少なくとも、１人の鑑定官が、プロジェクトに

よる研修への参加を通じて、不純物分析の知識と技術を習得していることが確認できた。 

 各々の組織において、条件を満たしている鑑定官の数は下表に示すとおりである。 

 

条件を満たす鑑定官の数 (1) 
組織名 

2002 2005 (2) 

RTP中央鑑定所 0/10 1/10 

RTP州及び地方鑑定所 0/70 12/70 

DMS中央鑑定所 0/12 1/12 

注 (1): 分子は条件を満たす薬物鑑定官の数。分母は薬物鑑定官全体の数。 

(2): RTPの州及び地方鑑定所の薬物鑑定官の全体数は推定値。 

 

成果６：RTPの薬物取締官が、薬物分析に関連する取り締まりの知識を身に付ける 

指標：薬物分析に関する取り締まりの知識を身に付けた薬物取締官の数が増加する 

 現時点までに、延べ45名のONCB及びRTP捜査官が、プロジェクトのセミナーに参加してい

る。 

 セミナーの参加者へのインタビューと質問票の回答の結果から、RTPの取締官は、薬物分

析と取り締まりの関連性、タイの取締法と日本の取締法の対比などについて、よく理解して

いることが確認できた。 

 

成果７：ONCBにおいて、薬物鑑定所で得られた分析結果が情報システムを経由して法執行へと

向かう円滑な流れが策定される。 

 薬物分析情報システムの構築は、当初のスケジュールよりも遅れている。原因は、ONCBの

情報技術センター内のメインフレームと薬物分析情報システムとを結びつける技術的な難し

さにある（メインフレーム自体の使用が、現在では、少数派となっていることに加え、使用

されているデータベースのソフトが特殊で、対応できるエンジニアが限定されている）。 

 しかし、システム開発委託先を通じて対応手段が講じられており、協力期間の終了までに

は、システムの完成がなされる見込みである。 
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第４章 評価結果 

 

４－１ 評価５項目による評価（付属資料７．参照） 

４－１－１ 妥当性 

 プロジェクトの妥当性は、以下の理由により高いものと判断する。 

 

(1)タイ及びCLMV諸国の政策との整合性 

 このように、広域性を抱える薬物問題の性質から、1993年、タイ、中国、ミャンマー、ラ

オスの４か国は、UNDCPとの間で、薬物統制に関する覚書（MOU）を交わし、薬物の供給削減

のための法執行の強化と、需要削減のための地域アクションプランの策定をめざすこととな

った。1995年には、カンボジアとベトナムがMOU署名国に加わった。 

 1999年には、関係国の高官・大臣会議がラオスのビエンチャンで開催され、MOU署名国は、

主要な国境検問所で、国境各国法執行機関間の連絡を密にし、現場での法執行を効率的に行

うことを目的とする「The Development of Cross Border Law Enforcement Cooperation in 

East Asia（通称クロスボーダープロジェクト）」に関して合意が得られた。 

 タイの第９次国家社会経済開発計画のなかで、タイ政府は、これまでの急速な経済発展の

もたらした問題点を教訓とし、社会の安定を保ちながら持続的に発展することをめざすとし

ている。貧困層に開発の焦点があてられ、農民救済、地方村落開発、中小企業支援などに加

え、薬物対策が政府の重点政策としてあげられている。  

 

(2)ターゲットグループのニーズとの整合性 

 法執行活動の強化を通じて、薬物対策活動の効果をあげるためには、定性・定量分析、不

純物分析の知識を身に付けた十分な数の薬物鑑定官が育成されていることが前提となる。 

 本プロジェクトのターゲットグループは、タイ及びCLMV諸国の薬物鑑定官、薬物統制委員

会事務局、薬物取締局（Narcotic Law Enforcement Bureau）、情報通信センター

（Information Technology Center）の職員である。タイの薬物鑑定官と薬物取締局、情報

通信センターの職員は、タイ国内の薬物対策とCLMV諸国の薬物対策への支援に直接に携わる

立場にあり、プロジェクトの実施と、彼らのニーズは高い整合性を有している。 

 同様に、CLMV諸国の薬物鑑定官は、定性・定量、不純物分析技術の能力向上を通じて、法

執行の強化を実現し、効果的な薬物対策を実施していく使命をもつ。 

 ターゲットグループのサイズについては、タイと、CLMV諸国の薬物鑑定官の大半を対象と

しているほか、薬物取締局、情報通信センターの職員も含まれており、適切であると考えら

れる。 

 

(3)日本政府の政策との整合性 

 日本政府は、2003年8月に改訂されたODA大綱で、地球規模の課題への取り組みに高い優先

度を与え、地球温暖化、感染症、人口増加、食料、エネルギー、災害、テロリズム、麻薬、

国際犯罪等への取り組みが、援助政策のなかの重要項目であることを強調している。本プロ

ジェクトは、薬物対策の地域協力プロジェクトであり、日本政府のインドシナ地域の援助政
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策に合致しているといえる。 

 

(4)JICAの援助方針との整合性 

 JICAのタイへの技術協力の優先分野は、①社会セクター、②環境保全、③地域・農村開発、

④経済基盤整備、⑤地域協力支援の5分野である。地域協力支援のなかで、インドシナにお

ける薬物対策が協力課題として取り上げられている。 

 

(5)プロジェクトの手段としての妥当性（地域協力スキーム） 

 ATS等の大量の薬物が、国際的なシンジケートを通じて違法に生産されて流通し、その結

果、薬物の乱用が、タイ及び周辺のCLMV諸国の社会に広がり、社会に間接、直接の悪影響を

及ぼしている。 

 薬物分析の技術の速やかな向上を通じた法執行の強化が、タイと周辺諸国で必要となって

いる。広域性をもつ薬物問題は、一国の努力のみでは、有効な解決を見いだすことができな

い。地域全体での取り組みが不可欠であり、地域協力は、問題解決の手段として妥当なもの

である。 

 

４－１－２ 有効性 

 プロジェクトの有効性は、以下の理由により高いと判断する。 

(1)プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標：正確な分析技術（定性・定量、不純物分析技術）が法執行強化のために、

実際にタイ国とCLMV諸国で用いられる。 

 プロジェクト目標の達成度は、妥当なものであると判断する。タイとCLMV諸国の薬物

鑑定官と捜査官の能力は、過去2年半の間、日本人専門家とタイカウンターパートによっ

て行われたプロジェクトの研修とセミナーを通じて向上している。  

 タイとCLMV諸国の薬物鑑定官は定性・定量、不純物分析技術の知識を向上させ、GCに

よる分析の技術を身に付けた。その結果、分析作業の効率と精度が向上した。 

 加えて、CLMV諸国では、薬物捜査官が組織的で合法的な捜査方法に対する理解を深め、

法執行の強化に寄与している。研修で指導したプレテストキットの使用が、日常業務と

して根づき、捜査の精度の向上に効果があった。 

 

指標１：不純物分析が実際の捜査に用いられた件数が増加する 

 不純物分析は、プロジェクトによってタイ及びCLMV諸国に導入された技術である。タ

イにおいては、プロジェクトの実施に先立つ個別専門家の指導により、薬物鑑定官の技

術がCLMV諸国に比して先行していた経緯もあり、不純物分析は日常的に行われ、取締捜

査に用いられている。2005年2月時点で、分析数は2,070件を数え、データベースが構築

されている。 

 一方、CLMV諸国では、不純物分析は、最近になって開始されたばかりであり、分析数

はまだ限られている（カンボジア：30サンプル、ラオス：13サンプル、ミャンマー：13

サンプル、ベトナム：30サンプル）。しかし、ベトナムでは、既に、10件の実際の捜査に

役立ったことが報告されている。 
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指標２：定性・定量分析が実際の捜査に用いられた件数が増加する 

 定性・定量分析は、タイでは定常的に、また、CLMV諸国では、ほぼ定常的に行われる

ようになっている。結果として、取締捜査の効率的、正確な実施に寄与しているほか、

分析の結果により、裁判における量刑、判決の精度が向上している。  

 

指標３：タイ、CLMV諸国で分析技術の取り締まりへのインパクトが生ずる。 

 定性・定量、不純物分析技術の導入により、効率性、分析精度が向上し、薬物取締の

効率性、精度も向上した。このほかにも、取締官と鑑定官の相互理解の進展、裁判にお

ける正確な量刑判断など、取り締まりに強いインパクトがあったと判断する。 

 

(2)成果の達成状況 

 ３－２で述べたように、ほとんどの成果は適切に達成され、プロジェクト目標の達成に貢

献したと判断される。成果以外（外部要因）の貢献、阻害要因としては、以下のものがあげ

られる。 

 

促進要因 

 プロジェクト開始以前に、ONCBにおいて、個別専門家派遣による指導が、3年間にわ

たって実施されている。この期間中に、ONCBの薬物鑑定官の知識・技術力が向上し、

指導教材の原形が作成され、技術移転の基礎が築かれている。プロジェクトは、個別

専門家の派遣から連続して実施され、この基礎を有効に活用して実施された。 

 

阻害要因 

①国際関係 

 プロジェクト期間中、タイと、周辺諸国の間には政治的に不安定な時期が生じた

（2002年の在カンボジア、タイ大使館焼き打ち事件、2003年のミャンマー国境封鎖）。 

 このため、専門家の当該国への巡回指導が中止された（これらのスケジュールの

遅れは、プロジェクト後半で、補完指導を実施した）。 

 

②ガスクロマトグラフ付属品の故障 

 2004年度、カンボジア、ミャンマーでガス発生装置の故障により巡回指導が不可

能となった（これらのスケジュールの遅れは、プロジェクト後半で、補完指導を実

施した）。 

 

４－１－３ 効率性 

 プロジェクトの効率性は高いものと判断する。 

 

日本側投入 

 日本側投入は、全体として、R/Dに定められた質、量、タイミングで行われ、適切なもの

と判断する。日本人専門家による技術指導、日本、タイにおける研修とセミナー、CLMV諸国

への巡回指導の組み合わせにより、プロジェクトの成果は、予定どおり達成された。 
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タイ側投入 

 タイによる投入も、カウンターパート配置、設備提供については、質、量、タイミングの

点で、適切であった。しかし、研修・セミナーのコスト負担については、タイ側による応分

の負担が予定されていたが、執行手続きの遅れから、日本側で大部分を負担した。 

 

CLMV諸国の投入 

 CLMV諸国の投入は適切なものであった。各国2名、同一の薬物鑑定官が、R/Dに定められた

とおり、継続して研修を受講した。ベトナムに関しては、1名の鑑定官が転職したために、

研修生の入れ替えがあったが、後任の研修生も基礎能力があり、大きな問題にはならなかっ

た。設備に関しては、各国が、薬物分析のための分析室を提供した。今後の機器の維持管理

については、ベトナムを除き、分析室の整備、試薬の供給など、課題が残されているが、各

国の財政状況のなかでは、努力したものと考える。 

 

４－１－４ インパクト 

(1)上位目標の達成見込み 

上位目標：タイ国とCLMV諸国の薬物取締機関が、薬物分析と情報収集において、より高度な

法執行の能力を獲得する。 

指標１：実際の逮捕件数、壊滅した薬物製造基地の数が増加する。 

指標２：押収された薬物量の全製造薬物（推定値）に対する割合が増加する。 

 現時点で、PDMeに記述された指標に直接的に対応するデータの取得は困難である。し

かし、薬物鑑定官と、薬物取締官の能力は、プロジェクトの実施した活動を通じて向上

していることが確認でき、また、参加国の関係者による人的、技術的な交流も開始され

ていることから、タイ、CLMV諸国において、より高度な法執行の能力を獲得していくた

めの基礎ができあがったものと判断する。以下の２点が満たされることが、上位目標の

達成には必要である。本協力期間終了後、３年から５年程度の間に、上位目標の達成の

可能性は高いと思われる。 

• プロジェクトの現在の活動が、CLMV諸国の薬物対策組織との緊密な連携の下に、

ONCBの手により主体的に継続されること。 

• 薬物分析情報システムの完成が大幅に遅れないこと。 

 

(2)インパクト 

 終了時評価の時点で、多数の正のインパクトが見られる。 

 

政策面 

• カンボジアでは、薬物対策の一環として、刑事訴訟法の改正手続きが、国会で承認

手続きを受けており、3月中には改正される見込みである。背景として、プロジェク

トの下で行われた国際セミナーや研修で他国の鑑定官、取締官等の関係者との情報

交換が行われたこと、また、定性・定量分析技術の向上により、薬物の分析結果を

捜査と、裁判に反映できる基礎が整ったことがあげられる。 
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組織面 

• プロジェクト開始後、2年半余が過ぎ、プロジェクト参加国の薬物鑑定官は、職務の

遂行に必要な知識と技術を身に付けている。今回実施したインタビュー等の結果か

ら、薬物鑑定官が、技術的な向上を裏づけとして、職務に自信をもち、前向きな態

度で臨んでいることが確認できた。 

• プロジェクト期間内に、ONCBの分析室が、薬物取締局から独立した組織となった。

これは、鑑定官の働きと、薬物分析の重要性が認識されたためであり、プロジェク

トが分析技術の向上を通じて及ぼしたインパクトとして考えることができる。 

• ONCBは、プロジェクトの活動を通じて、インドシナにおける、薬物対策の中核組織

として知名度を高めた。2004年度にタイで行われた不純物分析技術の研修では、イ

ンドネシアからも研修生が参加した。 

 

技術面 

• プロジェクトの活動により、各国の薬物鑑定官と薬物取締官の多くが、職務を遂行

するための知識と技術を向上させた。GC機器の供与により、タイでは、不純物分析

が定常的に行われるようになり、薬物の製造元の特定に役立っているほか、CLMV諸

国では、定量・定性分析技術の効率と精度の向上が見られた。 

• CLMV諸国の取り締まりについては、プリテストキットが広く用いられるようになり、

分析室での本格的な分析の前に実施することにより、捜査の精度と効率性が向上し

た。 

• ONCBの薬物鑑定官は、ツールマークテスト、不純物分析手法を標準化し、タイの他

の捜査機関に技術指導を行った。 

• プロジェクトでの活動を通じ、学術論文「タイで押収されたメタンフェタミン錠剤

（ヤーバ）中の不純物の同定と統計的手法による分類 （Identification of 

impurities and statistical classification of Methamphetamine tablet (Ya-ba) 

seized in Thailand ） 」 が 作 成 さ れ “ Forensic Science 

International”Vol .126,2002.に掲載された。 

• ONCBの手により、薬物対策の技術書籍が、2002年から2004年にかけて、４冊編集さ

れ、国内の薬物対策機関に配布された。 

• また、国際研修、セミナーなどの参加を通じて、参加国の鑑定官の間で、情報の交

換を行うネットワークが形成され、日本人専門家に全面的に頼ることなく、彼ら自

身の間で問題を解決する姿勢が見えるようになったこともインパクトのひとつであ

る。 

 

社会面 

 プロジェクトは、分析技術と薬物情報システムの統合を通じて法執行の能力を高め

るもので、違法薬物問題の解決を通じて、間接的に社会にインパクトを与えていくこ

とが期待されるが、効果の発現には、まだ時間がかかると思われ、現時点で、社会的

なインパクトの有無を評価するのは難しい。 

• ミャンマーでは、薬物乱用統制中央委員会（CCDAC）が自らのウェブサイトを運営
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し、取り締まりの実績を公開しているが、このような活動は、国民の薬物に対す

る啓発に役立つものと思われる。 

 

４－１－５ 自立発展性 

 プロジェクトの自立発展性は、全体としては満足すべき水準にあるが、一部課題が残されてい

る。 

 

政策面 

 プロジェクトのめざす方向（上位目標、プロジェクト目標）は、タイ、CLMV諸国の政策に

対して高い整合性を有している。また、地域協力としての案件形成もプロジェクトの効果発

現に適切な手法であった。 

 したがって、実施機関であるONCBは、協力期間終了後も、タイ国政府の政策的なサポート

を受けることが見込まれる。 

 また、CLMV諸国の政策とも、整合性が高いことから、薬物対策に関する参加国間の協力関

係も、維持されていくものと思われる。 

 

組織面 

 ONCBは、タイにおける薬物対策の中核機関であり、インドシナ地域の薬物問題に中心とな

って取り組んでいくための経験と能力を備えていると思われる。 

 薬物鑑定官に関しては、現在、ONCBの分析室には７名の鑑定官しか在籍していないが、

ONCBは、鑑定官の新規採用により、プロジェクト活動にかかわるカウンターパートスタッフ

の定型分析業務の負荷を軽減し、プロジェクト活動に専念させる用意があることを表明した。  

 

財政面 

 タイにおける薬物対策の中核組織であり、753名のスタッフを有しているONCBについて、

深刻な財政問題が生じる可能性は低い。 

 しかし、CLMV諸国については、薬物対策活動の予算が十分に確保されるかどうかは懸念が

残る。 

 

技術面 

 タイ：技術移転は、ONCB、RTP、DMSについて、十分に行われた。機器の維持管理について

も、深刻な問題はないと思われる。 

 CLMV諸国: プロジェクト実施前の状態を考慮すれば、技術移転は、この2年半余の間に、

円滑に行われたと判断する。また、研修生以外の鑑定官、取締官にも、主にOJTを通じて、

知識の普及が行われている。 

 しかし、現在、GCは大きな問題なく稼働しているものの、過去には周辺機器の故障が発生

している。また、ベトナム以外の国（カンボジア、ラオス、ミャンマー）では、維持管理に

十分な予算が確保できていないこともあり、試薬（プリテストキットの試薬も含め）の安定

供給、分析室のインフラの向上など、今後の分析、捜査活動の円滑な継続に課題が残されて

いる。 
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４－２ 効果発現に貢献した要因  

４－２－１ 計画内容に関すること 

 プロジェクト開始以前に、ONCBにおいて、個別専門家派遣による指導が、3年間にわたって実

施されている。この期間中に、ONCBの薬物鑑定官の知識・技術力が向上し、指導教材の原形が作

成され、技術移転の基礎が築かれている。プロジェクトは、個別専門家の派遣から、連続して実

施され、この基礎を有効に活用して実施された。 

 

４－２－２ 実施プロセスに関すること 

 確認された要因は特段なかった。 

 

４－３ 問題点及び問題点を惹起した要因 

４－３－１ 計画内容に関すること 

計画、指標の策定について：当初の計画ではプロジェクト目標と上位目標の指標として、薬物

分析の結果が実際の取り締まりに貢献した件数等を設定したが、プロジェクト開始時のCLMV諸

国の状況や全体の協力期間と分析機材の供用開始時期などの工程などを考えると、やや現実か

ら乖離したものであった。 

 

４－３－２ 実施プロセスに関すること 

CLMV各国の設備インフラ：CLMV各国では、不安定な電力供給により、機器の故障が発生した。

また、メーカーの代理店が国内になく、試薬やパーツが入手困難な状況にあり、GCによる分析

作業の進捗に、支障を来した。 

実施機関の広域案件への取り組み体制：本プロジェクトは、JICAタイ事務所を中心に実施した

広域協力案件であるが、実施期間中、JICA本部、各国JICA事務所、プロジェクト及びCLMVT各

国実施機関の間で、案件への対応、連絡、意思決定の体制についての整理が十分ではなかった。 

政治的要因：2002年の在プノンペン・タイ国大使館焼き打ち事件や、2003年のタイ・ミャンマ

ー国境紛争等で、一部、研修計画が変更を余儀なくされた（なお、この変更に対しては補完指

導を実施した）。 

 

４－４ 結 論 

タイ及びCLMV諸国の中心となる鑑定官は精緻な（定性、定量、不純物）分析に関する知識と技術

を習得した。タイ及びCLMV諸国法執行官は、薬物分析に関する知識を得、その重要性を認識し、

徐々に法執行に適用するようになりつつある。しかしながら限られた協力期間内で実際の法執行に

適用された件数について評価することは時期尚早といわざるを得ないが、その件数も徐々に増加す

る傾向にあり、近い将来法執行能力が強化されるものと期待される。情報システムの構築について

は当初計画より遅れが生じているものの協力期間内に完了の見込み。これらの状況からすれば、精

緻な（定性、定量、不純物）薬物分析の促進を通し、タイ及びCLMV諸国の法執行能力の向上を図る

というプロジェクト目標はおおむね達成されるものと判断される。 

タイ及びCLMV諸国では技術的、財政的、組織的状況は様々であるが、薬物分析及び法執行に多く

のインパクトが確認された。 
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(1)薬物分析の知識と技術を実際の薬物取締に適用することにより、迅速かつ正確な法執行が可

能となった。 

(2)関係各国の法執行者と薬物鑑定者が、域内外の研修やセミナーにともに参加することにより、

関係国間の情報共有、連携強化を促進した。 

(3)カンボジアでは薬物分析の概念を反映させた刑事訴訟法を国会審議中である。 

(4)国連薬物犯罪オフィス（UNODC）は、本プロジェクトのコンセプトである薬物分析情報の法執

行への適用を、より多くの関係国に拡大させるための国際的枠組みを構築することを計画して

いる。 
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第５章 提言と教訓 

 

５－１ 提 言 

(1)協力期間 

 本プロジェクトは、プロジェクト目標をおおむね達成する見込みであり当初予定どおりの協

力期間で終了することが望ましい。 

 

(2)情報システム構築 

 協力期間終了までにタイ側、日本側双方は、薬物分析情報システムの構築を完了すべく最大

限の努力を行うべきである。 

 

(3)ガスクロマトグラフィーの維持管理 

 プロジェクト期間中にカンボジア、ラオス、ミャンマーでは、不安定な電力事情、試薬の不

足などから機材に支障が発生した。各国で本件機材の操作、維持管理を自立的に実施できるよ

う協力期間内に維持管理の合理的方法を検討すること。 

 

(4)今後の協力 

 本プロジェクトの上位目標であるタイ及びCLMV諸国の薬物関連機関が分析と情報収集に高い

能力を獲得するために、本プロジェクトでタイ、CLMV諸国、日本の間で構築された関係機関の

協力関係に基づき、薬物対策への取り組みを推進していくべき。 

 

５－２ 教 訓 

(1)広域協力案件の形成 

広域協力案件は、タイ側にも日本側にとっても新たな取り組みであるが、薬物問題のように

国境を越えて対応が求められる課題に対して、共通の目標と同じ水準の技術や取り組みをめざ

し国際ネットワークを構築して対処する場合には、効果的かつ効率的な支援の方法と考えられ

る。 

また、本件ではタイに常駐しCLMV各国の事情に精通した専門家が各国への巡回指導やタイで

の研修を繰り返し行ったことにより、各国に対してそれぞれ別個に技術協力を行う場合に比べ

て、技術移転の効率や効果は高くなった。各国に対し別個の技術協力を行う場合には、日本側

リソースの限界もあり、日本からその都度（必ずしも同一とは限らない）短期専門家を派遣す

ることになるが、各国の事情に合わせた事前準備や技術指導が十分行えるのか、また本件と同

様の回数の巡回指導やタイでの研修を実施し得るのかは、疑問である。 

更には、各実施機関は業務の性格上保秘に細心の注意を払っており、専門家が適切に技術指

導を行えるようになるには、一定の時間をかけて信頼関係を構築することが必要であるが、短

期専門家ではこうした信頼関係を構築するにも限界があると考えられる。これらの観点からも

本件を広域協力案件としたことは妥当であった。 

他方、対象国の実施機関は、特に技術、財政負担、組織能力の状況やニーズが異なるが、広

域協力案件では指導内容が画一的にならざるを得ない面や対象国当たりの投入量が通常の二国
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間協力案件に比べて小さくなることに留意が必要である。また対象国間の政治的要因も事業運

営に影響を与え得るので、計画策定時には留意すべきである。 

 したがって、今後の支援を検討する際には、広域協力案件に係るこれらの条件、利点及び限

界を考慮しつつ拠点国のイニシアティブと日本の貢献のベスト・ミックスを見いだすことが望

まれる。 

 

(2)関係国におけるニーズの整理と広域協力案件の有効性の検討 

既述のとおり、広域協力案件には、その案件が有効に機能するための条件や利点、そして限

界があり、これらの点を通常の二国間協力案件と明確に整理する必要がある。こうした広域協

力案件の長所と短所を踏まえたうえで、関係国内における開発ニーズが広域協力案件で解決で

きるものがある場合には、その開発ニーズに応じて、二国間協力の枠組みで個別に協力を行う

ことも考えるべきである。その際には、両者（広域協力案件と二国間協力案件）の明確な区分

けと連携が不可欠である。 

 

(3)広域協力案件の実施 

 本プロジェクトは、日本とタイの間で討議議事録を交わして協力の枠組みを形成したが、今

後の同様の広域協力案件を実施する際には、日本と他のすべての関係国からの投入など関与の

あり方についてあらかじめ協議、整理しておくことが必要である。また広域協力案件の運営や

意思決定のあり方についても、関係国の援助窓口機関・実施機関やJICA事務所及びJICA本部の

間で関与の方法につき整理しおくことが必要である。 

 

５－３ その他 

CLMでは薬物分析の基礎的レベルには達したが、各国の能力格差を解消するための支援が期待され

る。またONCBの調整の下に域内薬物対策を更に取り進めるため、タイ及びCLMV諸国の関係機関の連

携強化が望まれる。 

調査団は、本件分野の重要性にかんがみ、日本政府関係機関に更なる協力に関するこれらの点に

つき伝達することとした。 
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東野団員 小西団員 森本団長 花井団員
2月6日 (日） 10:45成田発→15:55ﾊﾞﾝｺｸ着 (JL717)
2月7日 (月） AM 08:15ﾊﾞﾝｺｸ発→09:25ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ着 (TG690)

JICA事務所打合せ/日本大使館表敬
PM LCDC協議, ﾗｵｽ警察(薬物取締部門)協議

2月8日 (火） AM FDQCC(Lab)協議
PM LCDC協議, JICA事務所報告

2月9日 (水） AM 10:30ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ発→11:35ﾊﾞﾝｺｸ着 (TG691)
PM プロジェクト専門家との協議

2月10日 (木） AM 08:15ﾊﾞﾝｺｸ発→09:00ﾔﾝｺﾞﾝ着 (TG303)
PM JICA事務所打合せ/日本大使館表敬

CCDAC(薬物取締部門)協議
2月11日 (金） AM CEO(Lab)協議

PM CCDAC協議, JICA事務所報告
19:45 ﾔﾝｺﾞﾝ発→21:25ﾊﾞﾝｺｸ着 (TG306)

2月12日 (土） ミニッツ案作成
2月13日 (日） ミニッツ案作成 10:45成田発

15:55ﾊﾞﾝｺｸ着（TG647）
17:30 ﾊﾞﾝｺｸ発→18:45ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 (TG698)

2月14日 (月） AM
PM

2月15日 (火） AM
PM

2月16日 (水） AM

PM
2月17日 (木） AM

10:45成田初
PM 15:55ﾊﾞﾝｺｸ着 (JL717）

2月18日 (金） AM
PM

2月19日 (土） ミニッツ案作成 11:20ﾊﾞﾝｺｸ発 10:45成田初
団内打合せ 19:00成田着TG640 15:55ﾊﾞﾝｺｸ着(JL717）

2月20日 (日）
2月21日 (月） AM

PM
2月22日 (火） AM

PM
2月23日 (水） AM

Holiday PM
2月24日 (木） AM

PM
2月25日 (金） AM

PM

2月26日 (土）
<注>
ラオス LCDC：Focal Point & Drug Law Enforcement in Laos

FDQCC：Drug Analysis Laboratory in Laos
ベトナム SODC：Focal Point & Drug Law Enforcement in Vietnam

IFS：Drug Analysis Laboratory in Vietnam
カンボジア NACD：Focal Point & Drug Law Enforcement, Drug Analysis Laboratory in Cambodia
ミャンマー CCDAC：Focal Point & Drug Law Enforcement in Myanmar

CEO：Drug Analysis Laboratory in Myanmar
タイ ONCB：Focal Point & Drug Law Enforcement, Drug Analysis Laboratory in Thailand

RTP：Royal Thai Police (Drug Law Enforcement & Drug Analysis)
DMS：Department of Medical Science (Impurity Profiling)

JICA事務所打合せ/日本大使館表敬
NACD協議, ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ警察(薬物取締部門)協議
NACD(Lab)協議

１．調査日程

行　　　程
月日

JICA事務所報告
20:25ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発→21:30ﾊﾞﾝｺｸ着　（TG699）
07:50ﾊﾞﾝｺｸ発→09:35ﾊﾉｲ着 (TG682)
JICA事務所打合せ/日本大使館表敬
SODC協議、ﾀｲ警察(薬物取締部門)協議
IFS(Lab)協議
SODC協議, JICA事務所報告
20:35ﾊﾉｲ発→22:25ﾊﾞﾝｺｸ着 (TG685)
ONCB(C/P Interviews)
RTP, DMS (Interviews to ex-participants of trainings)

ミニッツ署名
JICA事務所報告

ミニッツ案作成

ONCB協議

ミニッツ協議(計画達成度)
ミニッツ協議 (5項目評価)

08:30ﾊﾞﾝｺｸ発→16:10成田着 （JL708）

ミニッツ作成
ミニッツ作成
ミニッツ協議(改訂案確認)

国際ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
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２．主要面談者 

 
タイ 
 
タイ薬物統制委員会事務局（ONCB） 
 
1.  Pol. Lt. Gen. Krisna Polananta, Secretary-General, NCB 
2.  Mr. Chartchai Suthiklorn, Deputy Secretary-General, NCB 
3．  Mr. Sukhum Opasniputh, Director of NLEB, ONCB 
4.  Ms. Rachanikorn Sarasiri, Director of the Foreign Affairs Division, ONCB 
5.  Ms. Anchalee Sirisup, Director of the Human Resource Division, ONCB 
6.  Mr. Surasit Buasup, Director of the Information Technology Center, ONCB 
7.  Mr. Vichet Puthaviriyakorn, Director of Narcotics Analysis and Technical Services  

Institute, ONCB 
8.  Ms. Kulaphan Rataroon, Foreign Affairs Bureau, ONCB 
9.  Ms. Kanyanan Kongpatnitiroj, Narcotics Analysis and Technical Services Institute, ONCB 
10. Ms. Juthamard Phorachata, Narcotics Analysis and Technical Services Institute, ONCB 
11. Ms. Khanitha Limvanich, Information Technology Center, ONCB 
12. Mr. Chotipun Jullapech, Senior Law Enforcement Officer, NLEB, ONCB 
13  Mr. Kraivudh Maneeratana, Law Enforcement Officer, NLEB, ONCB 
 
タイ警察薬物取締官 
 
1.  Pol. Lt. Col. Preecha Abudulloh, Narcotics Suppression Bureau, RTP 
2.  Pol. Lt. Col. Thongmoh Larlarb, Narcotics Suppression Bureau, RTP 
3. Pol. Maj. Chaiyapron Boonjarion, Narcotics Suppression Bureau, RTP 
4. Pol. Capt. Suthirat Tochampa, Narcotics Suppression Bureau, RTP 
5. Pol. Capt. Boonleerd Pantor, Narcotics Suppression Bureau, RTP 
6.  Mr. Sukhon Choothong, Supervisor, Law Enforcement Officer, NLEB, ONCB 
7.  Mr. Teenavudh Bunnag, Senior Law Enforcement Officer, NLEB, ONCB 
8.  Mr. Jakapol Polpanich, Law Enforcement Officer, NLEB, ONCB 
 
タイ警察及びタイ医科学局(DMS) 
 
1.  Pol. Maj. Gen. Chookiat Chimpanich, Forensic Science and Criminal Identification, RTP 
2.  Pol. Lt. Col. Sunan Fupleum, Forensic Science and Criminal Identification, RTP 
3.  Pol.Capt. Achara Narkraikhing, Forensic Science and Criminal Identification, RTP 
4.  Ms. Dungphon Aphikantaphan, Forensic Science and Criminal Identification, RTP 
5.  Mr. Adisak Manlin, Department of Medical Sciences, RTP 
 
ONCB 情報技術センター（ITC）帰国研修員 
 
1. Ms. Sirinun Varavarn na ayuthaya, Trainees of IT training, Information Technology Center, ONCB 
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2.  Ms. Sasitorn Suttichat, Trainees of IT training, Information Technology Center, ONCB 
3. Mr. Rachane Punyaratabandhu, Trainees of IT training, Information Technology Center, ONCB 
4.  Mr. Kridsana Yensudjai, Trainees of IT training, Information Technology Center, ONCB 
5.  Ms. Jiraporn Rotjanakoh, Trainees of IT training, Information Technology Center, ONCB 
 
カンボジア 
 
カンボジア国家薬物対策本部(NACD) 
 
1. Lieutenant General Teng Savong, Secretary General of National Authority for Combating Drugs 
2.  Chamroun Ngan, Deputy Secretary General 
3.  Col.Phorn Boramy, Director of International Cooperation 
4. Huort Sopahlly, Deputy Director of International Cooperation Department, Assistant to 

Gen.Permanent Deputy Secretary General 
 
薬物研究所 
 
1.  DR. Meas Vyrith, Director of Narcotic Laboratory, 
2.  Mrs.Chhim Sithbbunaitit, Chief of the Bureau of Technical Science 
3.  Ms. Leng Sophear,Chief of the Bureau of Technical Science 
4.  Mr. Ros CHenda 
 
ラオス 
 
ラオス国家薬物統制管理委員会(LCDC) 
 
1. Mr.Linthong PHETSAVANH, Head of Permanent Secretariat, Prime Minister’s Office, LCDC 
2.  Mr.Viloun SILAPRANY, Acting Director, Law Enforcement Division, LCDC    
 
食料薬物品質統制センター(FDQCC) 
 
1.  Dr. Latsamay Vongsack, Director, FDQCC 
2.  Ms. Ang Many, Chief of Narcotic and Psychotropic Dept. Forensic Laboratory. 
 
安全保障省薬物対策課（Department of Drug Control, Ministry of Security） 
 
1.  Mr. Somphone Vongsuti, Colonel, Director of Department of Drug Control 
2.   Mr. Thongsy Xayaphavong, Colonel, Director of Cabinet, Department of Drug Control 
3.   Mr. Ounchan, Colonel, Chief of International Relation Division 
4.  Mr. Bounsy, Police Captain, Deputy Chief of International Relation Division 
5.   Mr. Phetosomphou, Colonel, Investigation Officer 
6.   Mr. Vongphet, Officer, Department of Drug Control 
7.   Ms. Khamkong, Police Captain, Detective Officer 
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8.   Mr. Khamsing, Police Captain, Detective Officer 
9.   Mr. Chaiphone, Police Captain, Vientiane Capital Drug Control Office 
10. Mr. Khamhak, Police Captain, Vientiane Capital Drug Control Office 
11.  Mr. Viengsavanh, Police Captain, Vientiane Capital Drug Control Office 
12.  Mr. Viengsavath, Police Captain, Drug Control Department 
13.  Mr. Khamphuang, Police Captain, Drug Control Department 
 
ミャンマー 
 
ミャンマー薬物乱用統制中央委員会(CCDAC) 
 
1. Col. Kham Awng, Joint Secretary, CCDAC, Ministry of Home Affairs 
2. Colonel Thien Kyi , Director of International Cooperation, CCDAC, Ministry of Home Affairs 
3.  Lietenant Kyi Soe, Direcor of Law Enforcement, CCDAC, Ministry of Home Affairs 
4.  Tun Tun Oo, Deputy Director of International Cooperation, CCDAC, Ministry of Home  

Affairs 
5.  Dr. Tin Aung Thien, Director, Office of the Chemical Examiner 
 
薬物取締官（帰国研修員） 
 
1.  Pol. Lt. Hla Oo, TOC M.PForce(Third) 
2.  Pol. Sec. Lt. Zaw Myo Lwin, Pegu Task Force (Fourth) 
3.  Pol. Lt. Than Aung, Pegu Task Force(First) 
4.  Pol. Sec. Lt. Tay Zar Lwin, Yangon Task Force 
5.  Pol. Lt. Myo Myint,  Yangon Task Force 
6.  Pol. Lt. Aung Myo Zaw Lwin , Yangon Task Force 
7.  Pol. Sec. Lt. Soe Kyaw Hlaik, Financial Investigation Team 
8.  Pol. Lt. Kyaw Min Thu, CCDAC 
9.  Pol. Sec. Lt. Moe Sein, Yangon International Airport 
10. Pol. Lt. Min Zaw, CCDAC 
 
ミャンマー科学検査所(CEO)  
 
1.  Dr.Tin Aung Thien, Director, Chemical Exnaminers’ Office 
2.  MR. Saw Henry, Assistant Director, Narcotic Section, Chemical Exnaminers’ Office 
3.  Mr. Nyan Min Tun, Staff Officer, Narcotic Section, Chemical Exnaminers’ Office 
 
薬物対策課（Anti Drug Department） 
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1.  Prof, NGO TIEN QUY, Director of Institute of Forensic Science, 
2.  Prof. HOAN MANH HUNG, Vice Director, Director of Center of Drug Expartise, 
3.  Mr. Du Dinh Dong, Vice Director, Center of Drug Expartise 
4.  Mr. Ngyen Day Tien, Analysts, IFS, Ho Chi Minh 
5.  Mr. Ngyen Xuang Truong, Control and Supervision, Office of the Central Drug Expertise 
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ta

rin
g 

to
 b

e 
de

ci
de

d)
 

- 
Ex

pe
nd

itu
re

 r
el

at
ed

 t
o 

Th
ai

 c
ou

nt
er

pa
rts

 i
n 

te
rm

s 
of

 t
ra

in
in

g 
of

 
C

LM
V

 a
na

ly
st

s i
n 

Th
ai

la
nd

 a
s w

el
l a

s C
LM

V
 c

ou
nt

rie
s. 

 C
LM

V
 C

ou
nt

rie
s S

id
e:

 
1.

 P
er

so
nn

el
 

-T
w

o 
(2

) d
ru

g 
an

al
ys

ts
 fr

om
 e

ac
h 

C
LM

V
 c

ou
nt

rie
s a

s t
ra

in
ee

s. 
2.

 F
ac

ili
tie

s 
-E

qu
ip

pe
d 

la
bo

ra
to

ry
 to

 o
pe

ra
te

 G
C

. 
 

1.
 

Th
e 

dr
ug

–r
el

at
ed

 
ag

en
ci

es
 

in
 

C
LM

V
 

co
un

tri
es

 e
qu

ip
 t

he
 o

pe
ra

tio
na

l 
co

nd
iti

on
s 

of
 

G
C

 in
 th

ei
r f

or
en

si
c 

la
bo

ra
to

rie
s. 

2.
 S

af
et

y 
of

 Ja
pa

ne
se

 e
xp

er
ts

 is
 e

ns
ur

ed
. 
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６
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
(
1
)
 
日
本
側
投
入
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
,
 
ラ
オ
ス
,
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
各
国
 
 
J
/
E
:
 
日
本
人
専
門
家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ
イ
と
C
L
M
V
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ
イ
薬
物
統
制
委
員
会
,
 
 
R
T
P
:
 
タ
イ
警
察
,
 
 

D
M
S
:
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
、
タ
イ
保
健
省

 
医
科
学
局
,
 
T
I
C
A
:
 
T
h
a
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
 
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 

 

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

判
断

基
準

 
デ

ー
タ

 

日
本
側
投
入
 

投
入
の
質
と
量
、
時
期
が
適
切

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
 

-
 
進
捗
報
告
書
 

-
 C
/
P
及
び
 J
/
E
 

-
 
質
問
票
 

2
0
0
5
年

2
月

時
点

に
お
け

る
達
成

状
況
の

サ
マ
リ

ー
 

達
成

度

の
評

価
 

 

J
1
.
 
専
門
家
 

同
上
 

同
上
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
、
長
期
専
門
家
 
(
8
4
.
3
 
M
/
M
;
 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
/
薬
物
取
締
,
 
薬
物
分
析
、
 
薬
物
情

報
シ
ス
テ
ム
)
 が

 R
/
D
に
記
載
さ
れ
た
通
り
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
短
期
専
門
家

5
名
 (
1
0
.
8
M
/
M
 

薬
物
取
締
)
が
派
遣
さ
れ
た
。
 

- 専
門
家
に
関
す
る
投
入
の
質
と
量
、
時
期
は

、
適
切
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
 

高
い
 

J
2
.
 
日
本
と
タ
イ
に
お

け
る
研
修
 
 

同
上
 

同
上
 

日
本
国
内
に
お
け
る
研
修

 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
,
 
1
4
名
の
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
 

 
 
 
2
0
0
2
:
 
3
名
 
 
(
薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム

：
1
名
、
 
薬
物
取
締

2
名
)
 
 

 
 
 
2
0
0
3
:
 
3
名
 
 
(
薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム

：
1
名
、
 
薬
物
取
締

2
名
)
 
 

 
 
 
 
 
2
0
0
4
:
 8

名
（
タ
イ

2
名

、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
よ
り
６
名
）
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
 “

A
n
a
l
y
s
i
s 
o
f
 A
b
u
s
e
d
 D
r
u
g
 

o
f
 
I
n
d
o
-
C
h
i
n
a
 
R
e
g
i
o
n
 
S
e
m
i
n
a
r
”
 
に
参
加
。
 
 

タ
イ
に
お
け
る
研
修
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
,
 5
0
名
の

カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
参
加
者

9
名
を

含
む
）
が
参
加
し

た
。
 
 
 

 
 
 
 
 
2
0
0
2
:
 
1
2
名
 
(
カ
ン
ボ
ジ
ア

2
名
,
 
ラ
オ

ス
4
名
,
 
ミ
ャ

ン
マ
ー
2
名
,
 
ベ
ト
ナ
ム
４
名
)
 

 
 
 
 
 
2
0
0
3
:
 
1
3
名
 
(
カ
ン
ボ
ジ
ア

4
名
,
 
ラ
オ

ス
2
名
,
 
ミ
ャ

ン
マ
ー
7
名
)
 

 
 
 
 
 
2
0
0
4
:
 
1
6
名
 
(
カ
ン
ボ
ジ
ア

4
名
,
 
ラ
オ

ス
4
名
,
 
ミ
ャ

ン
マ
ー
4
名
、
ベ
ト
ナ
ム
４
名
)
 

高
い
 

J
3
.
 
供
与
機
材
 

同
上
 

同
上
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
,
 総

額
お
よ
そ
 1
0
2
,
3
5
2
,
0
0
0
 (
3
7,
82
4
,
00
0
 T
h
a
i
 B
a
h
t
 :
 T
H
B
.
 1
.
0
=
 J
P
Y
 2
.
7
)
 が

供
与
さ
れ
た
。
 

- 主
な
機
材
は
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
 (
7
台
)
 ガ

ス
発
生
機
 (
4
台
)
,
 高

速
液

体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
(
1
台
)
,
 

及
び
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 (
2
台
)
 と

モ
ニ
タ
ー
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
無
停
電
電
源
装
置
な
ど
の
周
辺
機
器
で

あ
る
。
 

- こ
れ
ら
の
供
与
機
材
は
、
評
価
時
点
で
は
、
適
切
に
利
用
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
た
。
但
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
機
器
の
故
障
が
有
り
、
今
後
の
維
持
管
理
体
制
の
強
化
が
課
題
で
あ

る
。
 

 

高
い
 

J
4
.
 
運
営
資
金
 
 

同
上
 

同
上
 

- 研
修
費
用
;
 1
)
本
邦
研
修
に
関
わ
る
全
て
の
費
用
,
 2
)
 タ

イ
国
に
お
け
る
タ
イ
国
薬
物
鑑
定
官
の
研
修
に
関
わ
る

費
用
の
大
半
、
3
)
 
タ
イ
国
と
、
C
L
M
V
各
国

で
開
催
さ
れ
た
薬
物
分
析
研
修
の
、
C
L
M
V
各
国
の
薬
物
鑑
定
官
に
関

す
る
費
用
の
大
半
 
 

- 国
際
セ
ミ
ナ
ー
、
地
域
協
力
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託
費
等
。
2
0
0
1
年
か
ら

2
0
0
5
年

迄
の
間
で
、

2
1
,
3
4
3
,
0
0
0
（
タ
イ
バ
ー
ツ
）
 

高
い
 

投 入
 

(
1
)
 

J
5
.
 
そ
の
他
 

同
上
 

同
上
 

  
-
-
-
-
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
(
2
)
 
タ
イ
及
び

C
L
M
V
側
投
入

 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
,
 
ラ
オ
ス
,
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
各
国
 
 
J
/
E
:
 
日
本
人
専
門
家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ
イ
と
C
L
M
V
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ
イ
薬
物
統
制
委
員
会
,
 
 
R
T
P
:
 
タ
イ
警
察
,
 
 

D
M
S
:
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
、
タ
イ
保
健
省

 
医
科
学
局
,
 
T
I
C
A
:
 
T
h
a
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
 
タ

イ
国

際
協

力
機

構
 
N
A
C
D
:
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
家

薬
物

対
策

機
関

 
I
F
S
:
ベ

ト
ナ

ム
法

医
学
研
究
所
 

    

カ
テ

ゴ
リ

ー
 

判
断

基
準

 
デ

ー
タ

 
2
0
0
5
年

2
月

時
点

に
お
け

る
達
成

状
況
の

サ
マ
リ

ー
 

達
成

度
の

評
価

 

 

タ
イ
側
投
入
 

T
1
.
 
C
/
P
の

配
置
 

投
入
の
質
と
量
、
時
期
が
適
切

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
 

-
 
進
捗
報
告
書
 

-
 C
/
P
及
び
 J
/
E
 

-
 
質
問
票
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
,
 1
1
 C
/
P
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
時
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
。
 (
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ

イ
レ
ク
タ
ー
：
1
名
,
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
：
1
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
1
名
,
 
及
び

8
名
の
技

術
C
/
P
 
(
各
部
局
の
局
長
か
ら
、
薬
物
取
締
：
3
名
、
薬
物
分
析
：
2
名
、
薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム
：
3
名
が
配
置
さ

れ
た
。
)
 
 

- 更
に
、
O
N
C
B
か
ら
の

8
名
に
加

え
て
、
R
T
P
,
 
D
M
S
，
T
I
C
A
か
ら
、
1
名
ず
つ
、
合
計
１
１
名
の
委
員
が
、
日
本
人

専
門
家
（
長
期
）
、
J
I
C
A
タ
イ
事
務
所
長
と
と
も
に
、
合
同
調
整
委
員
会
を
構
成
し
て
い
る
。
 
 

- タ
イ
の

C
/
P
の

配
置
は
、
質
、
量
、
時
期
と
も
に
適
切
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

高
い
 

T
2
.
  
建
物
、
施
設
な
ど

同
上
 

同
上
 

- O
N
C
B
内
の
分
析
室
と
必
要
な
施
設
、
及
び

日
本
人
専
門
家
の
執
務
室
 

高
い
 

投
入

 

(
2
)
 

T
3
.
  
運
営
資
金
、
消
耗

品
等
 

同
上
 

同
上
 

O
N
C
B
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
資
金

は
、
以
下
の
通
り
。
 

-
 
機
器
の
維
持
管
理
、
及
び
試
薬
な
ど
の
消
耗
品
：
お
よ
そ
、
7
5
万
バ
ー
ツ
 

- 分
析
室
、
執
務
室
の
光
熱
費
（
水
道
、
電
気
）
 

- タ
イ
国
内
の
通
信
費
 

- タ
イ
で
行
わ
れ
た
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
で
用

い
た
文
房
具
と
消
耗
品
 

-
 
C
L
M
V
諸
国
で
行
わ
れ
た
研
修
と
セ
ミ
ナ
ー
の
費
用
の
一
部
（
大
半
は
日
本
側
で
負
担
し
た
）
 

高
い
-
 

–
中

程

度
 

 

 
C
L
M
V
国
投
入

 

 
C
1
.
 
人
的
投
入
 

投
入
の
質
と
量
、
時
期
が
適

切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
 

-
 
進
捗
報
告
書
 

-
 C
/
P
及
び
 J
/
E
 

-
 
質
問
票
 

- C
L
M
V
各
国
か
ら
薬
物
鑑
定
官

2
名
が
研
修

生
と
し
て
配
置
さ
れ
た
。
 

- ベ
ト
ナ
ム
の
鑑
定
官

1
名
に
つ

い
て
、
転
職
の
た
め
に
入
れ
替
え
が
有
っ
た
が
、
こ
れ
を
除
い
て
は
、
当
初
計
画

通
り
、
各
国
か
ら
、
同
じ
鑑
定
官

2
名
が
、
継

続
し
て
研
修
を
受
け
た
。
 

 
高
い
 

 
C
2
.
薬
物
分
析
室
（
ガ
ス

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
利

用
）
 

同
上
 

同
上
 

- C
L
M
V
各
国
か
ら
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
分
析
の
た
め
の
分
析
室
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
た
め
に
確

保
さ
れ
た
。
 

- こ
れ
ら
の
分
析
室
に
つ
い
て
、
過
去
に
電

力
供
給
な
ど
の
問
題
も
有
っ
た
が
、
現
在
で
は
概
ね
良
好
な
業
務
環
境

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
 

高
い
 

 
C
3
.
  
運
営
資
金
、
消
耗

品
等
 

同
上
 

同
上
 

- C
L
M
V
各
国
は
,
 
分
析
室
の
光
熱
費
（
水
道
、
電
気
）
と
各
国
で
実
施
さ
れ
た
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
の
事
務
用

品
を
負
担
し
た
。
 

- カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
N
A
C
D
と

 
I
F
S
が
分
析
用
の
試
薬
を
負
担
し
た
。
 

- ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
更
に
、
取
締
用
の
試
薬

も
投
入
さ
れ
た
。
 

高
い
-
 

–
中

程

度
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
(
3
)
-
1
 
活
動
実
績

 

活
動

 
調

査
事
項

 
デ

ー
タ
ソ

ー
ス

2
0
0
5
年

2
月

時
点

に
お
け

る
達
成

状
況
の

サ
マ
リ

ー
 

達
成

度
の

評
価

 

 

1
.
 C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定
官

に
、
定
性
・
定
量
分
析
の
訓
練

を
行
う
。
 

活
動
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た

か
?
 

-
 
進
捗
報
告
書
 

-
 C
/
P
及
び
 J
/
E
 

-
 
質
問
票
 

-
 
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
 

- C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定
官
に
対
す
る
研
修
は
、
’
0
2
年

8
月
、

’
0
3
年

2
月
、
1
1
月
、
’
0
4
年

3
月
の
四
回
、

各
国
の
シ
ニ
ア
レ
ベ
ル
の
薬
物
鑑
定
官
を
対
象
に
し
て
、
タ
イ
で
行
わ
れ
た
。
 
（
の
べ
参
加
者
数

2
5
名
）
 

- ま
た
、
計
７
回
の
巡
回
指
導
が

C
L
M
V
で
行
わ

れ
（

’
0
3
年

3
月

、
7
月
、
9
月
、
1
0
月
、
’
0
4
年

2
月
）
、
の
べ

5
7
名
の
鑑
定
官
が
研
修
に
参
加
し
た
。
 
 

-  
“
A
n
a
l
y
t
i
c
a
l
 
M
a
n
u
a
l
 
o
f
 
D
r
u
g
s
 
o
f
 
A
b
u
s
e
”
 
が
研
修
の
経
験
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
。
 

高
い
 

2
.
 
 
C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定

官
に
、
不
純
物
分
析
の

訓
練
を

行
う
。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- 各
国
の
シ
ニ
ア
レ
ベ
ル
の
薬
物
鑑
定
官
を
対

象
に
し
て
、
不
純
物
分
析
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
 

- 研
修
は
、
タ
イ
で
二
回
 
(
’
0
4
年
 
7
月
、
1
1
月

 
)
、
 
ベ
ト
ナ
ム
で
二
回
(
’
0
4
年
 
7
月
、
8
月
 
)
行
わ
れ
、
合

計
 
2
6
名
の

C
L
M
V
薬
物
鑑
定
官
が
参
加
し
た
。
（
タ
イ
研
修
：
１
６
名
、
ベ
ト
ナ
ム
巡
回
指
導
：
１
０
名
）
 
 

- タ
イ
で
の
二
回
の
研
修
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
合
計

9
名

の
研
修
生
が
、
技
術
交
換
事
業
の
一
環
と
し
て
参

加
し
た
。
 
 

- U
N
O
D
C
の
協
力
に
よ
り
、
不
純
物
分
析
の
研

修
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
た
。
 

高
い
 

3
.
 
 
C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
取
締

官
に
、
法
執
行
の
訓
練

を
行

う
。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

迄
に
、
1
8
回
の
取
締
の
巡
回
指
導
が
実
施
さ
れ
た
。
の
べ
参
加
人
数
は
、
2
0
9
名
で
あ
る
。
 
 

2
0
0
2
:
 
の
べ
参
加
人
数

2
1
名
・

3
回
（
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
 

2
0
0
3
:
 
の
べ
参
加
人
数

5
6
名
・

6
回
（
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
 

2
0
0
4
:
 
の
べ
参
加
人
数

1
3
2
名

・
9
回
（

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
 

- 国
別
の
参
加
者
人
数
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
(
5
3
)
、
ラ
オ
ス
(
5
6
)
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
(
4
5
)
、
ベ
ト
ナ
ム
(
5
5
)
。
 

- セ
ミ
ナ
ー
用
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
 

高
い
 

4
.
 
R
T
P
と

D
M
S
の
薬
物
鑑
定

官
に
、
高
度
な
定
量
分

析
の
訓

練
を
行
う
。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- 2
0
0
2
年

7
月
か

ら
2
0
0
3
年

7
月

の
間
に
,
 R
T
P
と

D
M
S
の
シ
ニ
ア
レ
ベ
ル
の
薬
物
鑑
定
官
を
対
象
に
合
計

4
回
の

定
量
分
析
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。
 

- の
べ
参
加
者
数
：
 
4
6
名
 

高
い
 

5
.
  
R
T
P
と

D
M
S
の
薬
物
鑑
定

官
に
、
不
純
物
分
析
の

訓
練
を

行
う
。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- R
T
P
と

D
M
S
の
薬

物
鑑
定
官
に
対
す
る
不
純
物
分
析
の
巡
回
指
導
は

2
0
0
4
年
の

7
月
と

8
月
に
実

施
さ
れ
た
。
 

- の
べ
参
加
者
数
は
、
6
5
名
 
(
R
T
P
 
6
0
名
 
D
M
S
 
5
名
)
。
 

- そ
の
他
、
O
N
C
B
に
お
け
る
研
修
が
、
2
0
0
4
年

1
月
と

1
0
月
に
実

施
さ
れ
た
。
 

- の
べ
参
加
者
数
は
、
2
4
名
 
(
R
T
P
 
2
3
名
 
D
M
S
 
1
名
)
。
 

高
い
 

6
.
 
 
R
T
P
の
薬
物
取
締
官
に
、

法
執
行
の
訓
練
を
行
う

。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

迄
に
、
4
回
の
取
締
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
 O
N
C
B
と

R
T
P
の
捜
査
官
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
の
べ
、
4
5

名
の
参
加
が
有
っ
た
。
 

- セ
ミ
ナ
ー
用
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
 

-
 
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
O
N
C
B
の
取
締
官
が
一
部
、

講
師
を
務
め
た
。
 

高
い
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
(
3
)
-
2
 
活
動
実
績

 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
,
 
ラ
オ
ス
,
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
各
国
 
 
J
/
E
:
 
日
本
人
専
門
家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ
イ
と
C
L
M
V
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ
イ
薬
物
統
制
委
員
会
,
 
 
R
T
P
:
 
タ
イ
警
察
,
 
 

D
M
S
:
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
、
タ
イ
保
健
省

 
医
科
学
局
,
 
T
I
C
A
:
 
T
h
a
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
 
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 

活
動

 
調

査
事
項

 
デ

ー
タ
ソ

ー
ス

2
0
0
5
年

2
月

時
点

に
お
け

る
達
成

状
況
の

サ
マ
リ

ー
 

達
成

度

の
評

価
 

 

7
-
1
.
 
不
純
物
分
析
の
実
用
化
の
た

め
に
、
O
N
C
B
薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
助
言
を
与
え
る
。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- O
N
C
B
薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
行
中
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
進
捗
は
、
当
初
計
画
に
対
し
て
遅
れ
て

い
る
。
遅
れ
は
、
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
を
用
い
た
犯
罪
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
捜
査
部
門
の

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
上
で
の
技
術
的
な
難
し
さ
に
起
因
し
て
い
る
。
 

- シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
先
の
企
業
が
、
可
能
な
対
応
策
を
進
め
て
お
り
、
協
力
期
間
内
に
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

終
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
 

- 2
0
0
4
年

1
1
月
か

ら
は
、
O
N
C
B
の
副
次
官
と
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
含
め
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用

部
門
（
 
N
a
r
c
o
t
i
c
s
 
A
n
a
l
y
s
i
s
 
a
n
d
 
T
e
c
h
n
i
c
a
l
 
S
e
r
v
i
c
e
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
a
n
d
 
S
t
r
a
t
e
g
i
c
 
I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e
 

D
i
v
i
s
i
o
n
等
 
）
と
の
週

1
回
の

打
合
せ

を
実
施
し
て
お
り
、
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
に
務
め
て
い
る
。
 

- O
N
C
B
職
員
を
対
象
と
し
て
、
計

4
回
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。
(
U
N
I
X
基
礎
・
2
0
0
3
年

2
月
,
 U
N
I
X
上
級
・
 2
0
0
4

年
1
月
,
 
S
Q
L
・

2
0
0
4
年

1
2
月
,
 
J
A
V
A
・
 
2
0
0
5
年

1
月
)
 
 

- の
べ
参
加
者
数
：
7
2
名
 

高
い
-
 

–
中

程
度

 

 

7
-
2
.
 
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て

提
言
を
行
う
。
 

-
同
上
 
–
 

-
同
上
 
–
 

- シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
適
宜
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
、
シ
ス
テ
ム
自
体
が
完
成
し

て
い
な
い
。
 

 

-
-
-
-
-
-
-
 

活
動
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
 

  

意
思
決
定
は
遅
滞
・
問
題
な

く
行
わ
れ
た
か
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
含

め
）
。
 
 

-
 
進
捗
報
告
書
 

-
 C
/
P
及
び
 J
/
E
 

-
 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

- 意
思
決
定
に
特
段
の
問
題
は
見
あ
た
ら

な
い
。
 

- 合
同
調
整
委
員
会
が

5
回
開
催
 
(
2
0
0
2
年

7
月

5
日
 
、
1
2
月

3
日

、
2
0
0
3
年

5
月

1
6
日
、
2
0
0
4
年

7
月

2

日
、
2
0
0
5
年

1
月

1
7
日
)
さ
れ

た
他
に
、
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
の
臨
時
会
議
が
招

集
さ
れ
た
（
C
/
P
s
,
 
J
/
E
s
及
び
 
J
I
C
A
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
）
。
 

 

高
い
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
・
運

営
上
の
問
題
は
無
か
っ
た

か
。
 

-
同
上
 
–
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
・
運
営
上
の
問

題
に
特
段
の
問
題
は
見
あ
た
ら
な
い
。
 

 
高
い
 

 
J
I
C
A
の
本
部
、
参
加

5
カ
国

の
事
務
所
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
円
滑
な
進
捗
の
た
め

に
、
適
時
、
十
分
な
支
援
を

行
っ
て
き
た
か
。
 

-
同
上
 
–
 

- J
I
C
A
の
本
部
、
参
加

5
カ
国
の

事
務
所
は
、
適
宜
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
特
段
の
問
題
は
見
あ

た
ら
な
い
。
 

 
高
い
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
(
4
)
-
1
 
上
位
目
標
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
成
果
の
達
成
状
況
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
,
 
ラ
オ
ス
,
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
各
国
 
 
J
/
E
:
 
日
本
人
専
門
家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ
イ
と
C
L
M
V
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ
イ
薬
物
統
制
委
員
会
,
 
 
R
T
P
:
 
タ
イ
警
察
,
 
 

D
M
S
:
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
、
タ
イ
保
健
省

 
医
科
学
局
,
 
T
I
C
A
:
 
T
h
a
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
 
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約
（

P
D
M
e
）

 
指

標
 

デ
ー

タ
入

手
手
段

 
2
0
0
5
年

2
月

時
点

に
お
け

る
達
成

状
況
の

サ
マ
リ

ー
 

達
成

度

の
評

価
 

 

上
位

目
標

:
 
 

タ
イ
国
と

C
L
M
V
諸
国

の
薬
物
取
締
機
関

が
、
薬
物
分
析
と
情
報

収
集
に
お
い
て
、

よ
り
高
度
な
法
執
行
の

能
力
を
獲
得
す

る
.
 

1
)
 実

際
の
逮
捕
件
数
、
壊
滅
し
た
薬

物
製
造
基
地
の
数
が
増
加
す
る
。
 

2
)
 押

収
さ
れ
た
薬
物
量
と
、
全
製
造

薬
物
（
推
定
値
）
に
対
す
る
割
合
が

増
加
す
る
。
 

-
 
進
捗
報
告
書
 
 

-
 
C
/
P
及
び
 
J
/
E
 
 

-
 
質
問
票
 

-
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

- 現
時
点
で
、
上
位
目
標
の
達
成
度
を
判
断
す
る
の
は
、
難
し
い
。
 

- し
か
し
、
現
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
の
活
動
が
、
C
L
M
V
諸
国
の

薬
物
対
策
組
織
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
O
N
C
B
の
手
に
よ
り
主
体
的
に
継
続
さ
れ
る
な
ら
、

上
位
目
標
の
達
成
の
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

 

高
い
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
:
 
 

正
確
な
分
析
技
術
 
(
定
性
・
定
量
、
不
純

物
分
析
技
術
)
 
が
法
執
行
強
化
の
た
め

に
、
実
際
に
タ
イ
国
と

C
L
M
V
諸
国

で
用
い

ら
れ
る
。
 

 

1
)
 
不
純
物
分
析
が
実
際
の
捜
査
に

用
い
ら
れ
た
件
数
が
増
加
す
る
 

2
)
 定

性
・
定
量
分
析
が
実
際
の
捜
査

に
用
い
ら
れ
た
件
数
が
増
加
す
る
 

3
)
 
タ
イ
国
、
C
L
M
V
諸
国
で
分
析
技

術
の
取
締
捜
査
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

生
ず
る
。
 

 
 

-
同
上
 
–
 

- 不
純
物
分
析
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
タ
イ
国
及
び

C
L
M
V
諸
国
に
導
入
さ
れ
た
技
術
で

あ
る
。
タ
イ
国
に
お
い

て
は
、
不
純
物
分
析
は
、
日
常
的
に
行
わ
れ
、
取
締
に
用
い
ら
れ
て
い

る
 

- C
L
M
V
諸
国
で
は
、
不

純
物
分
析
は
、
最
近
に
な
っ
て
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
分
析
数

は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
(
カ
ン
ボ
ジ
ア
:
 
3
0
サ
ン
プ
ル
、
ラ
オ
ス
:
 
1
3
サ
ン
プ
ル
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
 
1
3
サ
ン
プ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
:
 
3
0
サ
ン
プ
ル
)
。
 

し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
既
に

1
0
件
の
実
際
の
捜
査
に
役
立
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 
 

- 定
性
・
定
量
分
析
は
、
タ
イ
国
で
は
、
定
常
的
に
、
ま
た
、
C
L
M
V
諸
国
で
は
、
ほ
ぼ
定
常
的

に
分
析
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
取
締
の
効
率
的
、
正
確
な
実
施
に

寄
与
し
て
い
る
他
、
分

析
の
結
果
に
よ
り
、
裁
判
に
お
け
る
量
刑
、
判
決
の
精
度
が
向
上
し
て

い
る
。
 
 

- 定
性
・
定
量
、
不
純
物
分
析
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
効
率
性
、
分
析
精
度
が
向
上
し
、
取
締
の

効
率
性
、
精
度
も
向
上
し
た
。
 

高
い
 

C
L
M
V
各
国

向
け
成

果
 

1
.
C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定
官
が
、
定
性
、

定
量
分
析
の
技
術
と
知

識
を
獲
得
す
る
。
 

C
L
M
V
諸
国
で
、
G
C
を
十
分
に
活
用
出

来
る
薬
物
鑑
定
官
の
数
が
増
加
す

る
。
 

-
同
上
 
–
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
前
に
は
、
C
L
M
V
各
国
の
薬
物
分
析
施
設
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
除
き
、

G
C
は
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
 

- 各
国
の
薬
物
鑑
定
官
の
自
己
評
価
に
よ
れ
ば
、
G
C
を
日
常
業
務
で
活
用
し
て
い
る
（
定
性
・

定
量
分
析
の
技
術
と
知
識
を
有
し
て
い
る
）
薬
物
鑑
定
官
の
数
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
 

- カ
ン
ボ
ジ
ア
:
 
0
/
4
 
→
 
4
/
8
,
ラ
オ
ス
:
0
/
4
 
→
 
2
/
4
,
ミ
ャ
ン
マ
ー
：
0
/
1
3
→
2
/
1
3
、
ベ
ト
ナ

ム
:
 
1
2
/
2
8
 
→
 
1
3
/
2
2
 
(
分
子
は
条
件
を
満
た
す
薬
物
鑑
定
官
の
数
。
分
母
は
薬
物
鑑
定
官
全

体
の
数
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
、
増
員
と
、
組
織
編
成
の
関
係
で
薬
物
鑑
定

官
の
数
に
変
化
が
あ
る
)
。
 

高
い
 

2
.
 C
L
M
V
諸
国
で
、
中
核
と
な
る
薬
物
鑑
定

官
が
、
不
純
物
分
析
の

知
識
と
技
術
を
獲

得
す
る
。
 

C
L
M
V
諸
国
で
、
少
な
く
と
も
一
人
の

薬
物
鑑
定
官
が
不
純
物
分
析
の
知
識

と
技
術
を
習
得
す
る
。
 

 
-
同
上
 
–
 

- 終
了
時
評
価
の
実
施
時
点
に
お
け
る
薬
物
鑑
定
官
の
自
己
評
価
に
よ
れ
ば
、
中
核
と
な
る
薬
物

鑑
定
官
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
を
通
じ
て
、
不
純
物
分
析
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
て

い
る
 

- 不
純
物
分
析
の
知
識
と
技
術
を
獲
得
し
た
薬
物
鑑
定
官
の
数
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
 

- カ
ン
ボ
ジ
ア
:
:
 0
/
4
 t
o
 2
/
8
,
 ラ

オ
ス
:
 0
/
4
 →

 2
/
4
,
 ミ

ャ
ン
マ
ー
 (
C
E
O
 Y
a
n
g
o
n
)
:
  
0
/
1
3
 

→
 
2
/
1
3
,
 
ベ
ト
ナ
ム
 
(
I
F
S
 
H
a
n
o
i
 
a
n
d
 
H
o
 
C
h
i
 
M
i
n
h
 
C
i
t
y
)
:
 
 
0
/
2
8
 
→
 
4
/
2
2
 
(
分
子

は
条
件
を
満
た
す
薬
物
鑑
定
官
の
数
。
分
母
は
薬
物
鑑
定
官
全
体
の
数
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト

ナ
ム
に
つ
い
て
は
、
増
員
と
、
組
織
編
成
の
関
係
で
薬
物
鑑
定
官
の
数
に
変
化
が
あ
る
)
 

高
い
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況
(
4
)
-
2
 
上
位
目
標
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、
成
果
の
達
成
状
況
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
,
 
ラ
オ
ス
,
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
各
国
 
 
J
/
E
:
 
日
本
人
専
門
家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ
イ
と
C
L
M
V
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ
イ
薬
物
統
制
委
員
会
,
 
 
R
T
P
:
 
タ
イ
警
察
,
 
 

D
M
S
:
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
、
タ
イ
保
健
省

 
医
科
学
局
,
 
T
I
C
A
:
 
T
h
a
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
 
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約
（

P
D
M
e
）

 
指

標
 

デ
ー

タ
入

手
手
段

2
0
0
5
年

2
月

時
点

に
お
け

る
達
成

状
況
の

サ
マ
リ

ー
 

達
成

度

の
評

価
 

 

3
.
 
C
L
M
V
諸
国
で
、
薬

物
取
締
官
が
薬

物
分
析
に
関
連
す
る
取
締
の
知
識
を

身
に
付
け
る
 

薬
物
分
析
に
関
す

る
取
締
の
知
識
を
身
に

付
け
た
薬
物
取
締

官
の
数
が
増
加
す
る
。

-
 
進
捗
報
告
書
 
 

-
 
C
/
P
及
び
 
J
/
E
 

-
 
質
問
票
 

-
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

- 終
了
時
評
価
の
時
点
ま

で
に
、
C
L
M
V
諸
国
の
、
の
べ

2
0
9
人
の
取

締
官
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

研
修
と
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
。
 
 

- 研
修
と
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
の
回
答
等
か
ら
、
彼
等
が
、

組
織
的
で
合
法
的
な
取
り
締
ま
り
方
法
に
つ
い
て
、
及
び
、
薬

物
分
析
を
ど
の
よ
う
に
取
締
に
活

か
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
概
ね
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
プ
リ
テ
ス
ト
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、

日
常
的
に
捜
査
の
中
で
適
用
し
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。
 

- 研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
知
識
は
、
日
常
業
務
の
中
で
、
同
僚
或
い
は
、
部
下
の
捜
査
官
に
伝

え
て
い
る
こ
と
も
確
認

出
来
た
。
 

高
い
 

タ
イ

国
向

け
成
果

 

4
.
 
R
T
P
 
(
R
o
y
a
l
 
T
h
a
i
 
P
o
l
i
c
e
)
と

D
M
S
(
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
M
e
d
i
c
a
l
 

S
c
i
e
n
c
e
)
 
の
州
、
地
方
分
析
施
設
に

お
い
て
、
適
当
な
数
の
薬
物
鑑
定
官
が

定
量
分
析
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

獲
得
す
る
。
 

G
C
を
十
分
に
活
用

出
来
る
薬
物
鑑
定
官
の

数
が
増
加
す
る
。

 

-
同
上
 
–
 

- R
T
P
と

D
M
S
の
薬

物
鑑

定
官
の
自
己
評
価
に
よ
れ
ば
、
定
量
分
析
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
獲
得

し
た
薬
物
鑑
定
官
は
増

加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
 
(
R
T
P
で
四
十
名
が
研
修
に
参
加
)
。
 

 

高
い
 

5
.
 R
T
P
と

D
M
S
に
お
い
て
中
核
と
な
る

薬
物
鑑
定
官
が
、
不
純
物
分
析
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
獲
得
す
る
。
 

R
T
P
と

D
M
S
で
、

少
な
く
と
も
一
人
の
薬

物
鑑
定
官
が
不
純

物
分
析
の
知
識
と
技
術

を
習
得
す
る
。
 

 

-
同
上
 
–
 

- R
T
P
と

D
M
S
ス
タ

ッ
フ

に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、
中
核
と
な
る
薬
物
鑑
定
官
が
、
不
純

物
分
析
に
関
す
る
知
識

と
技
術
を
獲
得
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
 
(
R
T
P
：
1
3
名
、
D
M
S
:
1

名
が
参
加
)
。
 

高
い
 

6
.
 R
T
P
の
薬
物
取
締
官
が
、
薬
物
分
析

に
関
連
す
る
取
締
の
知
識
を
身
に
付

け
る
。
 

 

薬
物
分
析
に
関
す

る
取
締
の
知
識
を
身
に

付
け
た
薬
物
取
締

官
の
数
が
増
加
す
る
。

-
同
上
 
–
 

- セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
質
問
票
の
回
答
の
結
果
か
ら
、
R
T
P
の
取
締
官
は
、

薬
物
分
析
と
取
締
の
関

連
性
、
タ
イ
国
の
取
締
法
と
日
本
の
取
締
法
の
対
比
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
く
理
解
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
出
来
た
。
 

高
い
 

7
.
O
N
C
B
に
お
い
て
、
薬
物
鑑
定
所
で
得

ら
れ
た
分
析
結
果
が
情
報
シ
ス
テ
ム

を
経
由
し
て
法
執
行
へ
と
向
か
う
円

滑
な
手
順
が
策
定
さ
れ
る
。
 

 

1
)
 
不
純
物
分
析
の
実
用
化
の
た
め
の

O
N
C
B
薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

る
。
 

 
2
)
 
構
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ

る
デ
ー
タ
数
が
増
加
す
る
。
 

3
)
 セ

ミ
ナ
ー
の
回
数
と
、
法
執
行
へ
の
手

順
を
理
解
す
る
捜
査
官
の
数
が
増
加
す
す

る
。
 

-
同
上
 
–
 

- 薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
現
在
進
行
中
で
あ
る
 
(
2
0
0
5
年

2
月
時
点
で
、
3
0
0
ケ
ー
ス
が

登
録
さ
れ
て
い
る
)
。
 

- 当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
。
原
因
は
、
O
N
C
B
の
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
内
の
メ

イ
ン
フ
レ
ー
ム
と
薬
物

分
析
情
報
シ
ス
テ
ム
と
を
結
び
つ
け
る
技
術
的
な
難
し
さ
に
あ
る
。
 

- し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
先
を
通
じ
て
対
応
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
協
力
期
間
の
終

了
ま
で
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
完
成
が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
 

 

高
い
-
 

–
中

程

度
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７
．
評
価
グ
リ
ッ
ド
調
査
結
果
表
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

妥
当
性
(
1
)
 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
 /

中
程
度

/
低
い
)
 

妥
当

性
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
の

正
当

性
、

必
要

性
は

有
る

か
確

認
し

評
価
す
る
。
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ

イ
と

C
L
M
V
諸
国

の
政

策
に
合
致
し
て
い
る

か
。
 

 
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
タ
イ
及
び

C
L
M
V
各
国

の
政
策
と
高
い
整
合
性
を
持
っ
て
い
る
。
 

- イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
に
お
い
て
、
違
法
薬
物
の
密

造
・
密
売
及
び
乱
用
は
、
長
年
に
わ
た
る
懸
案
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
 

ア
ヘ
ン
や
ヘ
ロ
イ
ン
が
主
体
で
あ
っ
た
従
来
型
の
違
法
薬
物
は
、
対
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
の
撲
滅
の
努
力
に
よ

り
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
代
わ
り
、
近
年

は
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
系
覚
醒
剤
の
密
造
と
密
売
、
若
年
層
に
よ
る
乱
用

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

- タ
イ
国
の
第
９
次
国
家
社
会
経
済
開
発
計
画
の

中
で
、
タ
イ
政
府
は
、
社
会
の
安
定
を
保
ち
な
が
ら
持
続
的
に
発
展
す

る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
貧
困
層
に
開
発
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
農
民
救
済
、
地
方
村
落
開
発
、
中
小
企
業

支
援
な
ど
に
加
え
、
薬
物
対
策
が
政
府
の
重
点
政
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

- C
L
M
V
国
:
 
1
9
9
3
年
、
タ
イ
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
の
４
カ
国
は
、
U
N
D
C
P
と
の
間
で
、
薬
物
統
制
に
関
す

る
覚
え
書
き
を
交
わ
し
、
薬
物
の
供
給
削
減
の

た
め
の
法
執
行
の
強
化
と
、
需
要
削
減
の
た
め
の
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
 

- 1
9
9
5
年
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
が

M
O
U
に
加
わ
っ
た
 

高
い
 

 
タ
イ
の
薬
物
鑑
定
官
、

N
L
E
B
、
 I
T
C
ス
タ
ッ
フ

の
ニ
ー
ズ
と
の
整
合

性
 

 
- 法

執
行
活
動
の
強
化
を
通
じ
て
、
薬
物
対
策
活
動
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
定
性
・
定
量
分
析
、
不
純
物
分
析

の
知
識
を
身
に
付
け
た
十
分
な
数
の
薬
物
鑑
定
官
が
育
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
 

- タ
イ
国
の
薬
物
鑑
定
官
と
薬
物
取
締
局
、
情
報
通
信
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
タ
イ
国
内
の
薬
物
対
策
と

C
L
M
V
諸

国
の

薬
物
対
策
へ
の
支
援
に
直
接
に
携
わ
る
立
場
に
有
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
と
、
彼
等
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
整
合
性

を
有
し
て
い
る
。
 

 

 
C
L
M
V
各
国
の
薬
物
鑑

定
官
の
ニ
ー
ズ
と
の

整
合
性
 
 

 
-
タ
イ
の
場
合
と
同
様
に
、
C
L
M
V
諸
国
の
薬
物

鑑
定
官
は
、
定
性
・
定
量
、
不
純
物
分
析
技
術
の
能
力
向
上
を
通
じ
て
、

法
執
行
の
強
化
を
実
現
し
、
効
果
的
な
薬
物

対
策
を
実
施
し
て
い
く
使
命
を
持
つ
。
 

高
い
 

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ
の
選
択
は
適
切
だ

っ
た
か
。
 

タ
イ
と

C
L
M
V
諸

国
タ

ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

の
規
模
の
適
切
さ
。
 

 
- タ

ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
規
模
は

2
3
0
名
の

タ
イ
の
薬
物
対
策
機
関
の
鑑
定
官
と

6
0
名
の

C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定

官
に

N
L
E
B
と
 
I
T
C
の

2
4
0
名
の

ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た

5
3
0
名
で

あ
る
。
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
イ
と

C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定
官
の
大
半
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
し
て
お
り
、
規
模
は
、

適
切
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
援

助
の
優
先
課
題
を
扱

っ
て
い
る
か
。
 

 
-
 日

本
の
タ
イ
に
対
す
る
援
助
は
、
タ
イ
が
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
最
も
民
主
的
な
国
家
で
あ
り
、
か
つ
、
外
交
上
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下

に
行
わ
れ
て
い
る
。
 

- 1
9
9
6
年
以
来
の
主
要
な
援
助
分
野
は
、
①
社
会
セ
ク
タ
ー
、
②
環
境
保
全
、
③
地
域
・
農
村
開
発
、
④
経
済
基
盤
整

備
、
⑤
地
域
協
力
支
援
で
あ
る
。
 

-
 社

会
セ
ク
タ
ー
で
は
、
薬
物
対
策
へ
の
支
援
が
、
社
会
弱
者
救
済
、
社
会
福
祉
、
教
育
と
と
も
に
重
点
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

-
 ま

た
、
日
タ
イ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
協
力
の
一
環
と
し
て
、
C
L
M
V
諸
国
の
開

発
促
進
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
日
本
の
援
助
を
通
じ
て
タ
イ
が
蓄
積
し
た
経
験
と
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し

て
い
く
事
が
、
同
地
域
の
効
果
的
な
援
助
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
。
 

-
タ
イ
を
中
心
と
し
た
薬
物
対
策
の
地
域
協
力
で

あ
る
本
案
件
の
、
日
本
の
対
外
援
助
政
策
と
の
整
合
性
は
高
い
。
 

高
い
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日

本
の
海
外
援
助
方
針

と
国
別
援
助
方
針
等

に
合
致
し
て
い
る

か
？
 

J
I
C
A
の
国
別
援
助

方
針
と
の
整
合
性
 

 
- J

I
C
A
の
タ
イ
国
へ
の
技
術
協
力
の
優
先
分
野
は
、
①
社
会
セ
ク
タ
ー
、
②
環
境
保
全
、
③
地
域
・
農
村
開
発
、
④
経

済
基
盤
整
備
、
⑤
地
域
協
力
支
援
の

5
分
野
で

あ
る
。
地
域
協
力
支
援
の
中
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
薬
物
対
策

が
協
力
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

 

高
い
 

 
 

 
 

 
-  
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評
価

グ
リ

ッ
ド

 
妥

当
性

(
2
)
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

,
 
ラ

オ
ス

,
 
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ベ

ト
ナ

ム
各

国
 
 
J
/
E
:
 
日

本
人

専
門

家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ

イ
と

C
L
M
V
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ

イ
薬

物
統

制
委

員
会

,
 
 
N
L
E
B
:
 
N
a
r
c
o
t
i
c
 
L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 B
u
r
e
a
u
/
薬
物
取
締
局
、
  
I
T
C
:
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 C
e
n
t
e
r
/
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
、
 R
T
P
:
 タ

イ
警
察
、
  
D
M
S
:
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 M
e
d
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
/
タ
イ
保
健
省
 医

科
学
局
、
  
T
I
C
A
:
 T
h
a
i
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
/
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 
 
 

 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/

中
程
度

/
低
い
)
 

妥
当

性
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
の

正
当

性
、
必
要
性

は
有

る
か

確
認

し
評

価
す
る
。
 

手
段
と

し
て
の
適
切

さ
 

日
本
の
技
術
的
な
優
位
性

 
-
 日

本
は
、
薬
物
分
析
に
十
分
な
経
験
を

有
し
、
専
門
家
は
、
不
純
物
分
析
に
関
わ
る
技
術
を
相
手
国
の
カ
ウ
ン

タ
ー
−
パ
ー
ト
機
関
に
移
転
す
る
能
力
を
持
つ
。
 
 

-
 ま

た
、
科
学
的
証
拠
に
基
づ
く
法
執
行

活
動
に
関
わ
る
知
識
と
技
術
を
移
転
す
る
た
め
の
経
験
と
能
力
を
有
し

て
い
る
。
 

高
い
 

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定

（
地
域
協
力
案
件
）
の
適

切
さ
 

 
- A

T
S
等
の
大
量
の
薬
物
が
、
国
際
的
な
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
違
法
に
生
産
さ
れ
て
流
通
し
、
そ
の
結
果
、

薬
物
の
乱
用
が
、
タ
イ
国
及
び
周
辺
の

C
L
M
V
諸

国
の
社
会
に
広
が
り
、
社
会
に
間
接
、
直
接
の
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
 

- 広
域
性
を
持
つ
薬
物
問
題
は
、
一
国
の
努
力
の
み
で
は
、
有
効
な
解
決
を
見
い
だ
す
事
が
出
来
な
い
。
地
域
全

体
で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

- 薬
物
分
析
の
技
術
の
速
や
か
な
向
上
を
通
じ
た
法
執
行
の
強
化
が
、
タ
イ
国
と
周
辺
諸
国
で
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
 

高
い
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評

価
グ
リ
ッ
ド
 
有
効
性

 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

,
 
ラ

オ
ス

,
 
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ベ

ト
ナ

ム
各

国
 
 
J
/
E
:
 
日

本
人

専
門

家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ

イ
と

C
L
M
V
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ

イ
薬

物
統

制
委

員
会

,
 
 
N
L
E
B
:
 
N
a
r
c
o
t
i
c
 
L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 B
u
r
e
a
u
/
薬
物
取
締
局
、
  
I
T
C
:
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 C
e
n
t
e
r
/
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
、
 R
T
P
:
 タ

イ
警
察
、
  
D
M
S
:
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 M
e
d
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
/
タ
イ
保
健
省
 医

科
学
局
、
  
T
I
C
A
:
 T
h
a
i
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
/
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 
 
 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/

中
程
度

/
低
い
)
 

有
効
性
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
効
果
（
目
標

の
達
成
度
）
を

問
う
 

成
果

の
達
成
状
況
 

（
実

績
表
参
照
）
 

 
  

- 殆
ど
の
成
果
が
予
定
通
り
に
達
成
さ
れ
た
。
 

- 薬
物
分
析
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
成
果

7
）
は
、
O
N
C
B
の
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
内
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
と
薬
物
分

析
情
報
シ
ス
テ
ム
と
を
結
び
つ
け
る
技
術
的
な
難
し
さ
に
よ
り
、
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
。
 
 

- シ
ス

テ
ム
開

発
委

託
先

を
通

じ
て

対
応

手
段

が
講

じ
ら

れ
て

お
り

、
協

力
期

間
の

終
了

ま
で

に
は

、
シ

ス
テ

ム
の

完

成
が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
 

高
い
-
 

中
程
度
 

 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目

標
の
達
成
見
込
み
 

正
確
な
分
析
技
術
 

(
定
性
・
定
量
、
不
純

物
分
析
技
術
)
 
が
法

執
行
強
化
の
た
め

に
、
実
際
に
タ
イ
国

と
C
L
M
V
諸
国
で

用

い
ら
れ
て
い
る
か
。

-
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
時
と
現
在
の

状
況
の
比
較
 

- タ
イ
国
と

C
L
M
V
諸
国
の
薬
物
鑑
定
官
と
法
執
行
官
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
下
で
、
過
去

2
年
半

に
わ
た
り
日
本
人
専

門
家
と
タ
イ

C
/
P
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
研
修
と
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
薬
物
分
析
と
取
締
の
能
力
を
向
上

さ
せ
た
。
 
 

- タ
イ
と

C
L
M
V
諸

国
の
薬
物
鑑
定
官
は
定
性
・
定
量
、
不
純
物
分
析
技
術
の
知
識
を
向
上
さ
せ
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
に
よ
る
分
析
の
技
術
を
身
に
付
け
た
。
そ
の
結
果
、
分
析
作
業
の
効
率
と
精
度
が
向
上
し
た
。
 

- C
L
M
V
諸
国
で
は
、
薬
物
取
締
官
が
組
織
的
で
合
法
的
な
捜
査
方
法
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
法
執
行
の
強
化
に
寄
与

し
て
い
る
。
研
修
で
指
導
し
た
プ
リ
テ
ス
ト
キ

ッ
ト
の
使
用
が
、
日
常
業
務
と
し
て
根
付
き
、
捜
査
の
精
度
の
向
上

に
効
果
が
あ
っ
た
。
 

高
い
 

 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目

標
の
進
捗
、
達
成

に
貢
献
し
た
外
部

要
因
は
有
る
 

 
-
 
C
/
P
s
と
 
J
/
E
s

の
コ
メ
ン
ト
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
前
に
、
O
N
C
B
に
お
い
て
、
個
別
専
門
家
派
遣
に
よ
る
指
導
が
、
3
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
中
に
、
O
N
C
B
の
薬
物
鑑

定
官
の
知
識
・
技
術
力
が
向
上
し
、
指
導
教
材
の
原
形
が
作
成
さ
れ
、

技
術
移
転
の
基
礎
が
築
か
れ
て
い
る
。
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
個
別
専
門
家
の
派
遣
か
ら
、
連
続
し
て
実
施
さ
れ
、
こ
の
基
礎
を
有
効
に
活
用
し
て
実
施
さ
れ

た
。
 

高
い
 

 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目

標
の
進
捗
、
達
成

を
阻
害
し
た
外
部

要
因
は
有
る
 

(
1
)
 
実
施
機
関

（
O
N
C
B
）
と
タ
イ
国

内
、
C
L
M
V
各
国

の
関

係
機
関
と
の
連
携
 

-
 
C
/
P
s
と
 
J
/
E
s

の
コ
メ
ン
ト
 

過
去

2
年
半
の

間
、
実
施
機
関
（
O
N
C
B
）
と
タ
イ
国
内
、
C
L
M
V
各
国
の
関
係
機
関
と
の
連
携
は
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
。
 

高
い
 

 
 

 
(
2
)
 
参
加
国
間
の

関
係
 

-
 
C
/
P
s
と
 
J
/
E
s

の
コ
メ
ン
ト
 

- 参
加
国
間
の
国
際
政
治
の
面
で
、
過
去

2
年
半

の
間
に
、
不
安
定
な
時
期
が
有
っ
た
。
 

- こ
の
た
め
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

日
本
人
専
門
家
の
派
遣
が
延
期
さ
れ
た
時
期
が
有
っ
た
。
 

- 関
係
が
改
善
さ
れ
た
後
(
2
0
0
3
年
)
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
研
修
生
に
補
完
研
修
を
行
っ
て
対
応
し
た
。
 
 

高
い
-
 

中
程
度
 

 
 

(
3
)
 
実
施
機
関
 

(
J
I
C
A
本
部
、
各
国

事
務
所
)
の
連
携
は

適
切
で
あ
っ
た
か
。

-
 
C
/
P
s
と
 
J
/
E
s

の
コ
メ
ン
ト
 

- 実
施
機
関
 
(
J
I
C
A
本
部
、
各
国
事
務
所
)
の
連

携
に
特
段
の
問
題
は
無
か
っ
た
。
 

高
い
 

 
 

(
4
)
 
そ
の
他
 

 
- U

N
O
D
C
と
の
連
携
に
よ
り
、
不
純
物
分
析
の
研
修
と
教
材
の
作
成
が
行
わ
れ
、
タ
イ
及
び

C
L
M
V
国

の
鑑
定
官
の
能
力

向
上
に
貢
献
し
た
。
 
 

高
い
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評

価
グ

リ
ッ

ド
 
効

率
性

(
1
)
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

,
 
ラ

オ
ス

,
 
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ベ

ト
ナ

ム
各

国
 
 
J
/
E
:
 
日

本
人

専
門

家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ

イ
と

C
L
M
V
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ

イ
薬

物
統

制
委

員
会

,
 
 
N
L
E
B
:
 
N
a
r
c
o
t
i
c
 
L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 B
u
r
e
a
u
/
薬
物
取
締
局
、
  
I
T
C
:
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 C
e
n
t
e
r
/
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
、
 R
T
P
:
 タ

イ
警
察
、
  
D
M
S
:
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 M
e
d
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
/
タ
イ
保
健
省
 医

科
学
局
、
  
T
I
C
A
:
 T
h
a
i
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
/
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 
 
 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/

中
程
度

/
低
い
)
 

専
門
家
の
数
、
派
遣
の
時

期
、
専
門
領
域
の
適
切
さ

等
 

-
計
画
と
実
績
の
比
較

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
、
長
期
専
門
家

 
(
8
4
.
3
 
M
/
M
;
 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
/
薬
物
取
締
,
 
薬
物
分
析
、
 
薬

物
情
報
シ
ス
テ
ム
)
 
が
 
R
/
D
に
記
載
さ
れ
た
通
り
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
短
期
専
門
家

5

名
 
(
1
0
.
8
M
/
M
 
薬
物
取
締
)
が
派
遣
さ
れ
た
。
 

- 専
門
家
に
関
す
る
投
入
の
質
と
量
、

時
期
は
、
適
切
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
 

高
い
 

投
入
機
器
の
項
目
、
仕
様
、

投
入
時
期
 

同
上
 

- 2
0
0
5
年

1
月
末

現
在
,
 総

額
お
よ
そ
 1
0
2
,
3
5
2
,
0
0
0
 (
37
,8
2
4
,
00
0
 T
h
a
i
 B
a
h
t
 :
 T
H
B
.
 1
.
0
=
 J
P
Y
 2
.
7)
 

が
供
与
さ
れ
た
。
 

- 主
な
機
材
は
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
 (
7
台
)
 ガ

ス
発
生
機
 (
4
台
)
,
 高

速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
(
1

台
)
,
 
及
び
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
 
(
2
台
)
 
と
モ
ニ
タ
ー
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
無
停
電
電
源
装
置
な
ど
の

周
辺
機
器
で
あ
る
。
 

- 供
与
機
材
は
、
タ
イ
及
び
、
C
L
M
V
各
国
で
適
切
に
利
用
さ
れ
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。
 

高
い
 

研
修
生
の
数
、
研
修
分
野
、

研
修
内
容
、
派
遣
の
時
期

同
上
 

- 実
績
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。
 

C
L
M
V
国
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
 
:
 

1
)
 セ

ミ
ナ
ー
:
 “

A
n
a
l
y
s
i
s
 o
f
 A
b
u
s
e
d
 D
r
u
g
 o
f
 I
n
d
o
-
C
h
i
n
a
 R
e
g
i
o
n
”
 （

日
本
で
開
催
）

 (
6
名
)
.
 
 

2
)
 
タ
イ
国
に
お
け
る
薬
物
分
析
研
修
 
(
4
1
名
)
 

3
)
 
 
C
L
M
V
へ
の
巡
回
指
導
（
薬
物
分
析
）
 
C
L
M
V
 
(
6
7
名
)
 

4
)
 
C
L
M
へ
の
巡
回
指
導
（
取
り
締
ま
り
捜
査
）
 
(
2
0
9
名
)
 

タ
イ
 
国
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
対

し
て

 
 

1
)
 
C
/
P
本
邦
研
修
 
(
6
名
)
 

2
)
 
R
T
P
と
 
D
M
S
薬
物
鑑
定
官
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
 
(
1
4
0
名
)
 

3
)
 
R
T
P
と
 
O
N
C
B
取
締
官
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
 
(
4
5
名
)
 

- 研
修
生
の
数
、
研
修
分
野
、
研
修
内
容
、
派
遣
の
時
期
は
適
切
で
あ
る
。
 

高
い
 

タ
イ
側

C
/
P
の

数
、
能
力
、

配
置
の
時
期
 

同
上
 

- O
N
C
B
の
薬
物
鑑
定
官
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
日
本
人
の
個
別
は
兼
専
門
家
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
お
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
開
始
時
に
は
、
不
純
物
分
析
に
関
し
て
も
、
十
分
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
て
い
た
も
の
も
居
る
。
 

- 他
の

C
/
P
に
つ

い
て
も
、
数
、
能
力
な
ど
の
面
で
特
段
の
問
題
は
無
か
っ
た
。
 

高
い
 

建
物
・
施
設
の
条
件
、
環

境
等
 

同
上
 

- タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
、
建
物
・
施
設
の
条
件
、
環
境
等
の
問
題
は
無
か
っ
た
。
 

- カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
（
電
力
供
給
）
か
ら

G
C
の
稼
働

が
出
来
な
い
時
期
が
有
っ
た
 

高
い
-

中
程
度
 

効
率
性
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
効
率
性

（
投
入
の
適

切
さ
と
成
果

の
発
現
）
 

投
入
の
適

切
さ
(
投
入

は
規
模
、
質
、
タ
イ
ミ

ン
グ
の
点

で
適
切

か
?
)
 

予
算
規
模
の
適
切
さ
 

同
上
 

- タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
規
模
は

2
3
0
名
の
タ
イ
の
薬
物
対
策
機
関
の
鑑
定
官
と

6
0
名
の

C
L
MV

諸
国
の
薬
物

鑑
定
官
に

N
L
E
B
と
 
I
T
C
の

2
4
0
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た

5
3
0
名
で
あ
る
。
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
後
半
に
は
、
R
T
P
と
 C
L
M
V
国
の
法
執
行
官
も
技
術
移
転
の
対
象
と
し
て
活
動
が
行
わ
れ
た
。
 

- タ
イ
と

C
L
M
V
国

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
の
数
、
加
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
（
取
り
締
ま
り
強
化
）

に
よ
っ
て
将
来
薬
物
の
被
害
か
ら
逃
れ
得
る
潜
在
的
な
受
益
者
の
数
を
考
慮
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算

規
模
は
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

高
い
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評

価
グ

リ
ッ

ド
 
効

率
性

(
2
)
 

  
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 
イ
ン
パ
ク
ト
(
1
)
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

,
 
ラ

オ
ス

,
 
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ベ

ト
ナ

ム
各

国
 
 
J
/
E
:
 
日

本
人

専
門

家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ

イ
と

C
L
M
V
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ

イ
薬

物
統

制
委

員
会

,
 
 
N
L
E
B
:
 
N
a
r
c
o
t
i
c
 
L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 B
u
r
e
a
u
/
薬
物
取
締
局
、
  
I
T
C
:
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 C
e
n
t
e
r
/
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
、
 R
T
P
:
 タ

イ
警
察
、
  
D
M
S
:
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 M
e
d
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
/
タ
イ
保
健
省
 医

科
学
局
、
  
T
I
C
A
:
 T
h
a
i
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
/
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 
 
 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/
中

程
度
/
低

い
)
 

他
の
類
似
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の

予
算
規
模
の
比

較
 

 
研
修

1
回
あ
た
り
の
コ

ス
ト
 

C
/
P
s
と
 
J
/
E
s
の

コ
メ
ン
ト
 

-
研
修
生
の
数
に
対
し
て
、
1
回
あ
た
り
の
研
修
コ
ス
ト
は
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

-
-
-
 

効
率
性
の
阻

害
・
貢
献
要
因
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効

率
性
を
阻
害
・
貢
献
し

た
要
因
は
存
在
し
た

か
。
 
 
 

C
/
P
s
と
 
J
/
E
s
の

コ
メ
ン
ト
 

-
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
G
C
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
（
代
理
店
不
在
）
。
 
 
 

- 薬
物
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
の
技
術
的
な
難
度
が
高
い
。
 

 
中
程
度
 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/
中

程
度
/
低

い
)
 

イ
ン
パ
ク
ト
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
長
期
的
、
波

及
効
果
検
証
 

 

上
位
目
標
は
達
成
さ

れ
る
見
込
み
が
有
る

か
。
 

(
1
)
 
実
際
の
逮
捕
件

数
、
壊
滅
し
た
薬
物
製

造
基
地
の
数
の
増
加
 

(
2
)
 押

収
さ
れ
た
薬
物

量
と
、
全
製
造
薬
物

（
推
定
値
）
に
対
す
る

割
合
の
増
加
 

-
計
画
と
実
績
の

比
較
 

- 薬
物
鑑
定
官
と
、
薬
物
取
締
官
の
能
力
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
し
た
活
動
を
通
じ
て
向
上
し
て
い
る
事
が
確
認
出

来
、
ま
た
、
参
カ
国
の
関
係
者
に
よ
る
人
的
、

技
術
的
な
交
流
も
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
タ
イ
国
、
C
L
M
V
諸
国

に
お
い
て
、
よ
り
高
度
な
法
執
行
の
能
力
を
獲

得
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
判
断
す
る
。
 

- 以
下
の

2
点
が

満
た
さ
れ
る
な
ら
、
本
協
力
期
間
終
了
後
、
3
年
か
ら

5
年
程
度

の
間
に
、
上
位
目
標
の
達
成
の
可
能

性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
（
1
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
の
活
動
が
、
C
L
M
V
諸
国

の
薬
物
対
策
組
織
と
の
緊
密
な
連
携
の

下
に
、
O
N
C
B
の

手
に
よ
り
主
体
的
に
継
続
さ
れ
る
こ
と
、
（
2
）
薬
物
分
析
情
報
シ
ス
テ
ム
の
完
成
が
大
幅
に
遅
れ
な
い

こ
と
。
 

高
い
-
中

程
度
 

 
波
及
効
果

の
検
討
 

(
予
想
内

,
 
予
想
外
、

正
、
負
)
 

タ
イ
国
、
C
L
M
V
国
の
薬

物
対
策
に
関
す
る
イ

ン
パ
ク
ト
 

C
/
P
s
と
 
J
/
E
s
の

コ
メ
ン
ト
 

- カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
薬
物
対
策
の
一
環
と
し
て

、
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
手
続
が
、
国
会
で
承
認
手
続
き
を
受
け
て
お
り
、

3
月
中
に
は
改
正
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
 

背
景
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
下
で
行
わ
れ
た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
で
他
国
の
鑑
定
官
、
取
締
官
等
の
関
係
者
と

の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
事
、
ま
た
、
定
性
・
定
量
分
析
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
薬
物
の
分
析
結
果
を
捜
査
と
、
裁
判

に
反
映
出
来
る
基
礎
が
整
っ
た
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

高
い
 

 
 

組
織
に
対
す
る
イ
ン

パ
ク
ト
 
 

C
/
P
s
と
 
J
/
E
s
の

コ
メ
ン
ト
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
2
年
半
余
が
過
ぎ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
カ
国
の
薬
物
鑑
定
官
は
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
知

識
と
技
術
を
身
に
付
け
て
い
る
。
今
回
実
施
し

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
結
果
か
ら
、
薬
物
鑑
定
官
が
、
技
術
的
な
向
上

を
裏
付
け
と
し
て
、
職
務
に
自
信
を
持
ち
、
前
向
き
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
 

-  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
内
に
、
O
N
C
B
の
分
析
室
が
、
薬
物
取
締
局
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
鑑
定
官

の
働
き
と
、
薬
物
分
析
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
O
N
C
B
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド

シ
ナ
に
お
け
る
、
薬
物
対
策
の
中
核
組
織
と
し
て
知
名
度
を
高
め
た
。
2
0
0
4
年
度
に
タ
イ
で
行
わ
れ
た
不
純
物
分
析
技

術
の
研
修
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
も
研
修
生
が
参
加
し
た
。
 

高
い
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評
価
グ
リ
ッ
ド
 
イ
ン
パ
ク
ト
(
2
)
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

,
 
ラ

オ
ス

,
 
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ベ

ト
ナ

ム
各

国
 
 
J
/
E
:
 
日

本
人

専
門

家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ

イ
と

C
L
M
V
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ

イ
薬

物
統

制
委

員
会

,
 
 
N
L
E
B
:
 
N
a
r
c
o
t
i
c
 
L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 B
u
r
e
a
u
/
薬
物
取
締
局
、
  
I
T
C
:
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 C
e
n
t
e
r
/
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
、
 R
T
P
:
 タ

イ
警
察
、
  
D
M
S
:
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 M
e
d
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
/
タ
イ
保
健
省
 医

科
学
局
、
  
T
I
C
A
:
 T
h
a
i
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
/
タ
イ
国
際
協
力
機
構
 
C
C
D
A
C
:
 
C
e
n
t
r
a
l
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
f
o
r
 
D
r
u
g
 
A
b
u
s
e
 
C
o
n
t
r
o
l
/
薬
物
乱

用
統
制
中
央
委
員
会
 
 

評
価

調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/
中
程
度
/

低
い
)
 

イ
ン
パ
ク

ト
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
長
期

的
、
波
及
効

果
検
証
 

 

波
及
効
果
の
検
討
 

(
予
想
内
,
 
予
想
外
、

正
、
負
)
 

技
術
的
イ
ン
パ
ク
ト

 

 

C
/
P
s
と
 J
/
E
s
の

コ
メ
ン
ト
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
よ
り
、
各
国
の
薬
物
鑑
定
官
と
薬
物
取
締
官
の
多
く
が
、
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
知

識
と
技
術
を
向
上
さ
せ
た
。
 

- ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
機
器
の
供
与
に
よ
り
、
タ
イ
国
、
C
L
M
V
国
で
、
不
純
物
分
析
が
可
能
と
な
っ
た
。
 

- ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
機
器
に
よ
り
、
 C
L
MV

国
で
は
、
定
量
・
定
性
析
技
術
の
効
率
と
精
度
が
向
上
し
た
。

- C
L
M
V
諸
国
の
捜
査
取
締
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
テ
ス

ト
キ
ッ
ト
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
分
析
室
で
の
本

格
的
な
分
析
の
前
に
実
施
す
る
事
に
よ
り
、
捜
査
の
精
度
と
効
率
性
が
向
上
し
た
。
 

- O
N
C
B
の
薬
物
鑑
定

C
/
P
に
よ
り
、
ツ
ー
ル
マ
ー
ク

と
不
純
物
分
析
の
標
準
化
が
行
わ
れ
、
タ
イ
国
内
の
他
の
分
析

機
関
に
導
入
さ
れ
た
。
 

- 論
文
 “

 I
de
nt
if
ic
at
io
n 
of
 i
mp
ur
it
ie
s 
an
d 
st
at
is
ti
ca
l 
cl
as
si
fi
ca
ti
on
 o
f 
Me
th
am
ph
et
am
in
e 

ta
bl
et
 (
Ya
-b
a)
 s
ei
ze
d 
in
 T
ha
il
an

d
 “

 が
作
成
さ
れ
「

In
te
rn
at
io
na
l 
Jo
ur
na
l 
of
 F
or
en
si
c 
Sc
ie
nc
e」

に
掲
載
さ
れ
た
。
 

- O
N
C
B
に
よ
り

2
0
0
2
—
 2
0
0
4
年
に

、
４
冊
の
 テ

キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
、
タ
イ
国
内
の
薬
物
対
策
機
関
に
配
布
さ
れ

た
。
 

- 国
際
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
参
加
を
通
じ
て
、
参
カ
国
の
鑑
定
官
の
間
で
、
情
報
の
交
換
を
行
な
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
日
本
人
専
門
家
に
全
面
的
居
に
頼
る
こ
と
な
く
、
彼
等
自
身
の
間
で
問
題
を
解
決
す
る
姿
勢

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

高
い
 

 
 

社
会
・
経
済
的
イ
ン

パ
ク
ト
.
 

C
/
P
s
と
 J
/
E
s
の

コ
メ
ン
ト
 

- ミ
ャ
ン
マ
ー
の

C
C
D
A
C
は
、
自
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
、
薬
物
取
締
り
の
実
績
を
公
開
し
て
い
る
。
 

 
-
-
-
-
-
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評

価
グ
リ
ッ
ド
 
自
立
発
展
性

 
評

価
調
査

項
目
 

評
価

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 

 

判
断

方
法

 

評
価
内
容
サ
マ
リ
ー
 

評
価
 

(
高
い
/
中
程
度

/
低
い
)
 

 自
立

発
展

性
  

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

に
よ
る
便
益
の
発

現
、
継
続
に
対
し
、

阻
害
あ
る
い
は
貢
献

要
因
は
あ
る
か
。
 

政
策
面

 
 

タ
イ
国
政
府
に
よ
る
政
策

的
サ
ポ
ー
ト
の
継
続
性
 

 
- プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
は
、
タ
イ
国

の
政
策
と
高
い
整
合
性
を
有
し
て
い
る
。
 

- ま
た
、
地
域
協
力
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
適
し
て

い
る
。
 

- 従
っ
て
、
O
N
C
B
は
、
タ
イ
政
府
か
ら
の
政
策
的
な
支
援
を
、
今
後
も
継
続
し
て
受
け
る
事
が
予
想
さ
れ

る
。
 

高
い
 

協
力
期
間
終

了
後
の
持
続

性
の
見
込
み

の
検
証
と
評

価
 

 
C
L
M
V
国
の
協
力
関
係
の
継

続
性
 

 
- プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
は
、
C
L
M
V
各
国
の
政
策
と
高
い
整
合
性
を
有
し
て
い
る
。
 

- 従
っ
て
、
参
加
各
国
に
よ
る
、
薬
物
対
策
に
関
す
る
協
力
関
係
は
継
続
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
 

高
い
 

 
 

組
織
面

 

関
連
組
織
は
活
動
を
実
施

す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る

の
か
？
?
 
 
 

 

 
- O

N
C
B
は
、
タ
イ
に
お
け
る
薬
物
対
策
の
中
心
と
な
る
統
括
機
関
で
あ
る
。
 
 

- O
N
C
B
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
薬
物
問
題
を
取
り
扱
う
能
力
を
十
分
に
有
し
て
い
る
。
 
 

- O
N
C
B
の
薬
物
鑑
定
官
は
７
名
し
か
居
ら
ず
、
今
後
の
業
務
へ
の
対
応
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
新
規
の

薬
物
鑑
定
神
の
採
用
に
よ
り
、
在
籍
し
て

い
る
鑑
定
官
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
も
検

討
中
で
あ
る
。
 
 

高
い
 

 
 

財
政
面
 
(
タ
イ
国
)
 

-
財
政
状
況
・
予
算
確
保
 

 
- タ

イ
に
お
け
る
薬
物
対
策
の
中
核
組
織

で
あ
り
、
7
5
3
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
有
し
て
い
る

O
N
C
B
に
つ
い

て
、

深
刻
な
財
政
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
は

低
い
。
 

高
い
 

 
 

財
政
面
 
(
C
L
M
V
各
国
)
 

-
財
政
状
況
・
予
算
確
保
 

 
- C

L
M
V
諸
国
に
つ
い
て
は
、
薬
物
対
策
活
動
の
予
算
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
懸
念
が
残
る
。

 
中
程
度
 

 
 

-
技
術
移
転
は
十
分
に
行

わ
れ
た
か
 

 
- タ

イ
:
 
技
術
移
転
は
、
O
N
C
B
、
R
T
P
、
D
M
S
に
つ
い
て
、
十
分
に
行
わ
れ
た
。
 

- C
L
M
V
国
:
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
前
の
状

態
を
考
慮
す
れ
ば
、
技
術
移
転
は
、
こ
の

2
年
半
余
の

間
に
、

円
滑
に
行
わ
れ
た
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
研
修
生
以
外
の
鑑
定
官
、
取
締
官
に
も
、
主
に

O
J
T
と
通
じ

て
、

知
識
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

- し
か
し
、
現
在
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
ー
は
大
き
な
問
題
な
く
稼
働
し
て
い
る
も
の
の
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
過
去
に
は
周
辺
機
器
の
故
障
が
発
生
し
て
い
る
。
 

- 試
薬
（
プ
リ
テ
ス
ト
キ
ッ
ト
の
試
薬
も
含
め
）
の
案
的
供
給
、
分
析
室
の
イ
ン
フ
ラ
の
向
上
な
ど
、
今
後

の
分
析
、
捜
査
活
動
の
円
滑
な
継
続
に
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
 

高
い
 

 
 

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
面

 

実
施
機
関
と
関
係
省
庁
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
確
立

さ
れ
て
い
る
か
？
 

 
- O

N
C
B
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
便
益
を
、

独
力
で
維
持
し
て
い
け
る
基
盤
と
、
C
L
M
V
各
国
の
薬
物
対
策
で

主
動
的
な
役
割
を
担
う
強
い
使
命
感
を
有
し
て
い
る
。
 
 

高
い
 

注
:
 
C
L
M
V
:
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

,
 
ラ

オ
ス

,
 
ミ

ャ
ン

マ
ー

、
ベ

ト
ナ

ム
各

国
 
 
J
/
E
:
 
日

本
人

専
門

家
,
 
 
C
/
P
:
 
タ

イ
と

C
L
M
V
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

,
 
 
O
N
C
B
:
 
タ

イ
薬

物
統

制
委

員
会

,
 
 
N
L
E
B
:
 
N
a
r
c
o
t
i
c
 
L
a
w
 

E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 B
u
r
e
a
u
/
薬
物
取
締
局
、
  
I
T
C
:
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 C
e
n
t
e
r
/
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
、
 R
T
P
:
 タ

イ
警
察
、
  
D
M
S
:
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 M
e
d
i
c
a
l
 S
c
i
e
n
c
e
/
タ
イ
保
健
省
 医

科
学
局
、
  
T
I
C
A
:
 T
h
a
i
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
/
タ
イ
国
際
協
力
機
構
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（２）日本側専門家 

（ア）長期専門家 

指導科目 氏名 派遣期間 

チーフアドバイザー/薬物取締り 八木 一春 
2002/06/16-2002/08/25

2002/10/25-2005/06/15

薬物分析 田中 謙 2002/12/05-2005/06/15

薬物情報システム 飯田 晋一 
2002/06/16-2002/08/25

2002/12/25-2005/06/15

 

（イ）短期専門家   

技術移転分野 氏名 派遣期間 

薬物捜査 

薬物捜査（1） 

薬物捜査（2） 

薬物取締り（1） 

薬物取締り（2） 

橋本 豊 

橋本 豊 

相田 明彦 

大久保和浩 

中岡 正一 

2003/02/22-2003/04/11

2003/08/03-2003/10/25

2004/01/19-2004/03/27

2004/07/14-2004/09/23

2004/11/11-2004/12/29

 

 

（３）C／P 研修 
（ア）C／P 日本研修 

2002 年度 
研修員名（） 研修分野 研修期間 

1. Mr. Surasit Buasup 
Director of Information 
Technology Center, ONCB 

薬物情報システム 
Drug Information  

Technology 

2002/10/15-2002/11/01 

2. Mr. Norathep Putthipesat  
Director of Strategic 
Intelligence Division, ONCB 

薬物取り締まり 
Drug Law Enforcement

2002/10/15-2002/11/01 

3. Mr. Kraivudh Maneeratana
  
Law Enforcement Officer, 
ONCB 

薬物取り締まり 
Drug Law Enforcement

2002/10/15-2002/11/01 

 2003 年度 

研修員名 (Title) Subject Training Period 
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1.Ms. Limvanich Khanitha  
Chief of System and Network 
technology, ONCB 

薬物情報システム 
Drug Information 
System 

2003/11/04-2003/11/21 

2. Ms. Chooard Payear.  
Investigator, ONCB, Thailand
  

薬物取り締まり 
Drug Law Enforcement

2003/11/04-2003/11/21 

3.Mr. Sripanngoen Kasama 
Sripanngoen, 
Investigator, ONCB, Thailand
  

薬物取り締まり 
Drug Law Enforcement
  

2003/11/04-2003/11/21 

2004 年度 
Name (Title) Subject Training Period 

1.Mr. Jullapech Chotipun, 
Investigator, ONCB, Thailand 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 

2. Ms. Vichet Putthaviriyakorn, 
Director of Scientific Academic 
Division, ONCB, Thailand 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 

3.Dr. Meas Vyrith Director of 
Narcotic Laboratory, NACD, 
Cambodia 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 

4. Mr. Duong Sunnara, Deputy 
Director of Law Enforcement 
Department, NACD, Cambodia 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 

5. Ms. Vongsak Souklatsamy 
Director, Food and Drug Center, 
Laos 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 

2004/11/04-2004/11/21 
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Region 
6. Mr. Htay Tin Maung
 Director, Police 
Colonel, Department of Drug 
Law Enforcement, CCDAC, 
Myanmar 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 

7. Mr. Thein Tin Aung, 
Director, Chemical Examiner’s 
Office, Myanmar 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 

8. Mr. Hoang Manh Hung 
Deputy Director of IFS, 
Vietnam 

インドシナ薬物分

析・取締り 
Analysis of Abused 
Drugs of Indochina 
Region 

2004/11/04-2004/11/21 
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(イ) Ｃ／Ｐ第三国研修（タイ） 

 薬物分析国内研修 

 
実施期間           研修者氏名 

1. 2002/08/19-2002/08/30   1. Dr. Meas Vyrith,        Cambodia 
     2. Mr. Chhin Vibol,      Cambodia 
     3. Ms. Khasithy Vongmany,   Lao P.D.R 
     4. Mr. Chindavone Thammavongsa  Lao P.D.R 
     5. Pol. Col. Hoang Manh Hung,  Vietnam 
     6. Pol. Lt. Nguyen Hoang Ha  Vietnam  
 

2. 2003/02/03-2003/02/14   1. Mr. U Nyan Min Tum,    Myanmar 
     2. Pol. Lt. Khin Khin Thein   Myanmar 
     3. Ms. Khasithy Vongmany,   Lao. P.D.R 
     4. Mr. Khamphoumy Kongchai,  Lao P.D.R 
     5. Pol. Col. Hoang Manh Hung,  Vietnam 
     6. Pol. Lt. Nguyen Hoang Ha  Vietnam 
 

3. 2003/11/03-2003/11/14   1. Pol. Lt. Khin Khin Thein   Myanmar 
     2. Mr. Ko Ko Zaw    Myanmar 
     3. Mr. U Saw Henry,   Myanmar 
     4. Mr. U Nyan Min Tum,    Myanmar 
     5. Pol. 2nd Lt. Thet Naing   Myanmar 
     6. Dr. Meas Vyrith,        Cambodia 
     7. Mr. Chhin Vibol,     Cambodia 
  
4. 2004/03/22-2004/03/26    1. Mr. U Nyan Min Tum,    Myanmar 
     2. Mr. U Saw Henry,   Myanmar 
     3. Dr. Meas Vyrith,        Cambodia 
     4. Ms. Chhin Sithibunrith,    Cambodia 
     5. Ms. Khasithy Vongmany,   Lao P.D.R
          6. Mr. Khamphoumy Kongchai,  Lao P.D.R 
  
5. 2004/06/07-2004/06/16   1. Mr. U Nyan Min Tum,    Myanmar 
     2. Mr. U Saw Henry,   Myanmar 
     3. Dr. Meas Vyrith,        Cambodia 
     4. Ms. Chhin Sithibunrith,    Cambodia 
     5. Ms. Khasithy Vongmany,   Lao P.D.R 
     6. Mr. Khamphoumy Kongchai,  Lao P.D.R 
     7. Mr. Tran Minh Huong, Ph.D,  Vietnam 
     8. Mr. Nguyen Dang Tien,   Vietnam 
      
 

6. 2004/11/01-2004/11/05   1. Mr. U Nyan Min Tum    Myanmar 
     2. Mr. U Saw Henry   Myanmar 
     3. Dr. Meas Vyrith,        Cambodia 
     4. Ms. Leng Sopheap     Cambodia 
     5. Ms. Khasithy Vongmany   Lao P.D.R 
     6. Mr. Khamphoumy Kongchai  Lao P.D.R 
     7. Mr. Nguyen Xuan Turong  Vietnam 
     8. Mr. Nguyen Dang Tien   Vietnam 
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[参考資料] 
地域特設集団研修 

研修分野：インドシナ地域・乱用薬物鑑定セミナー 
2001 年度 

研修員名 国名 研修期間 
1.  Dr. Meas Vyrith カンボジア 2002/02/26-2002/03/24 
2.  Ms.Phongsavath 
Sengchan 

ラオス 2002/02/26-2002/03/24 

3.  Dr. Maung Zaw Win  ミャンマー 2002/02/26-2002/03/24 
4.  Mr. Tran Huong Minh ベトナム 2002/02/26-2002/03/24 
5.  Mr. Vichet 
Puthaviriyakorn 

タイ 2002/02/26-2002/03/24 

6.  Ms. Duangporn 
Abhigantaphand 

タイ 2002/02/26-2002/03/24 

7.  Mr. Tada Tungsrisook
  

タイ 2002/02/26-2002/03/24 

2002 年度 

研修員名 国名 研修期間 
1.Ms.Detvongsone Sisavanh ラオス 2003/02/18-2003/03/14 
2.Ms. Nyo Nyo Win 
   

ミャンマー 2003/02/18-2003/03/14 

3.Mr. Du Dinh Dong ベトナム 2003/02/18-2003/03/14 
4.Mr. Sakda Suwansiriphat タイ 2003/02/18-2003/03/14 
5.Ms. Phorachata Juthamard タイ 2003/02/18-2003/03/14 
6.Ms. Poonsup Kosin タイ 2003/02/18-2003/03/14 

 2003 年度 

研修員名 国名 研修期間 
1. Ms. Chhim Sithibunrith カンボジア 2004/02/17-2004/03/12 
2. Ms. Vongmany 
Khamsithy 

ラオス 2004/02/17-2004/03/12 

3. Ms. Aye Aye Maw  ミャンマー 2004/02/17-2004/03/12 
4. Mr. Nguyen Dang Tien ベトナム 2004/02/17-2004/03/12 
5. Ms. Tassaporn Klavohm タイ 2004/02/17-2004/03/12 
6. Ms. Kanyanan 
Siriviriyasomboon 

タイ 2004/02/17-2004/03/12 



タイ(2003)

機材 型式 金額 場所

1. Gas Chromatograph 6890N, AGILENT 1,181,247.00 Narcotics Analysis & Scientific Technology,ONCB

2. Gas Chromatograph 6890N, AGILENT 1,181,247.00 Royal Thai Police

3. High Performance Liquid Chromatograph The Waters 2,490,000.00 Narcotics Analysis & Scientific Technology,ONCB

4. Computer Server Sun Fire V480 806,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

5. Computer Server Sun Fire 280R 806,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

6. SCSI Array 688,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

7. Rack Mount LCD Monitor ATEN ACS-1216L 95,500.00 Drug Information Technology Division, ONCB

8. Laser Printer HP Laser Jet 5500DN 163,950.00 Drug Information Technology Division, ONCB

9. Laser Printer HP Laser Jet 5500DN 30,450.00 Drug Information Technology Division, ONCB

10. UPS APC Smart 2200 30,450.00 Drug Information Technology Division, ONCB

11. UPS APC Smart 2200 30,450.00 Drug Information Technology Division, ONCB

12. Terminal Console Fujitsu,P3AF02660Q-ADAA3E0B0 28,147.00 Drug Information Technology Division, ONCB

13. Terminal Console Fujitsu,P3AF02660Q-ADAA3E0B0 28,147.00 Drug Information Technology Division, ONCB

14. Terminal Console Fujitsu,P3AF02660Q-ADAA3E0B0 28,147.00 Drug Information Technology Division, ONCB

15. Terminal Console Fujitsu,P3AF02660Q-ADAA3E0B0 28,147.00 Drug Information Technology Division, ONCB

16. Flat Monitor 8,270.00 Drug Information Technology Division, ONCB

17. Flat Monitor 8,270.00 Drug Information Technology Division, ONCB

18. Flat Monitor 8,270.00 Drug Information Technology Division, ONCB

19. Printer & Scanner HP Office Jet 7130 27,150.00 Drug Information Technology Division, ONCB

20. Printer & Scanner HP Office Jet 7130 27,150.00 Drug Information Technology Division, ONCB

21. Printer & Scanner HP Office Jet 7130 27,150.00 Drug Information Technology Division, ONCB

22. Internal network card for Office Jet 7130 8,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

23. Internal network card for Office Jet 7130 8,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

24. Internal network card for Office Jet 7130 8,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

25. Internal network card for Office Jet 7130 8,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

26. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

27. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

28. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

29. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

30. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

31. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

32. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

33. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

34. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

35. Fingerprint Authentication Mouse 7,370.00 Drug Information Technology Division, ONCB

36. Ethernet Switch CISCO catalyst 2950SX-24 58,000.00 Drug Information Technology Division, ONCB

37. Ethernet Switch CISCO catalyst 2950-24 29,100.00 Drug Information Technology Division, ONCB

38. Network Tool FLUKE NT-PRO NET Tool Pro 109,700.00 Drug Information Technology Division, ONCB

39. Rack 19", Germany Export Rack 42U 13,600.00 Drug Information Technology Division, ONCB

40. Rack 19", Germany Export Rack 42U 13,600.00 Drug Information Technology Division, ONCB

41. Rack 19", Germany Export Rack 42U 13,600.00 Drug Information Technology Division, ONCB

（タイバーツ）

カンボジア

機材 型式 金額 場所

（日本円）

ラオス 　

機材 型式 金額 場所

1. Gas Chromatograph　& Gas Generator 6890N, AGILENT　Parker 14,135,678 Food & Drug Quality Control Center

（日本円）

ミャンマー

機材 型式 金額 場所

1. Gas Chromatograph　& Gas Generator 6890N, AGILENT　Parker 14,135,678 Chemical Examinar's Office

（日本円）

（4）主要機材リスト（20,000円以上）

Narcotics Drugs Laboratory of the Secretariat
General of National Authority for Combating Drugs1. Gas Chromatograph　& Gas Generator AGILENT 6890N　Parker 14,135,678
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ベトナム

機材 型式 金額 場所

3. Gas Chromatograph G1581N, AGILENT
US$75301.93
（USドル）

Sub-Institute of Forensic Science, HMC

1. Gas Chromatograph　& Gas Generator 6890N, AGILENT　
14,135,678
（日本円）

Institute of Forensic Science, Hanoi

- 90 -



F
.Y

. 
2
0
0
2

T
B

3
,5

2
5
,3

5
2
.6

2
①

+
②

+
③

It
e
m

O
rd

in
ar

y(
一

般
現

地
活

動
費

)
T
B

0
.0

0
T
B

1
,0

9
0
,0

0
7
.0

0
T
B

4
0
7
,8

3
2
.0

0
T
B

3
2
1
,5

3
5
.0

0
T
B

8
,1

5
9
.3

9
T
B

1
,8

1
1
,2

1
4
.6

1
①

In
te

rn
at

io
n
al

 S
e
m

in
ar

(国
際

セ
ミ

ナ
ー

開
催

費
)

T
B

0
.0

0
T
B

2
9
5
,1

6
9
.0

0
T
B

4
6
7
,1

3
9
.0

0
T
B

0
.0

0
T
B

7
6
6
.6

6
T
B

7
6
1
,5

4
1
.3

4
②

R
e
gi

o
n
al

 C
o
o
pe

ra
ti
o
n
（
広

域
協

力
活

動
費

）
T
B

0
.0

0
T
B

0
.0

0
T
B

9
5
3
,0

6
8
.0

0
T
B

0
.0

0
T
B

4
7
1
.3

3
T
B

9
5
2
,5

9
6
.6

7
③

F
.Y

. 
2
0
0
3

T
B

6
,6

7
0
,2

7
6
.0

4
④

+
⑤

+
⑥

+
⑦

It
e
m

O
rd

in
ar

y(
一

般
現

地
活

動
費

)
T
B

9
6
5
,8

9
7
.3

8
T
B

9
0
2
,4

0
0
.0

0
T
B

5
7
1
,2

1
0
.5

9
T
B

7
5
8
,6

0
0
.0

0
T
B

9
9
,2

4
9
.5

3
T
B

3
,0

9
8
,8

5
8
.4

4
④

In
te

rn
at

io
n
al

 S
e
m

in
ar

(国
際

セ
ミ

ナ
ー

開
催

費
)

T
B

0
.0

0
T
B

7
2
5
,6

3
2
.0

0
T
B

0
.0

0
T
B

8
1
2
,8

0
0
.0

0
T
B

7
3
,5

4
2
.7

0
T
B

1
,4

6
4
,8

8
9
.3

0
⑤

R
e
gi

o
n
al

 C
o
o
pe

ra
ti
o
n
（
広

域
協

力
活

動
費

）
T
B

1
2
0
,3

4
0
.0

0
T
B

1
,2

1
3
,2

0
1
.4

0
T
B

2
6
5
,8

6
4
.5

5
T
B

6
1
3
,7

0
0
.0

0
T
B

1
0
6
,5

7
7
.6

5
T
B

2
,1

0
6
,5

2
8
.3

0
⑥

L
o
c
al

 C
o
n
su

lt
an

t 
C

o
n
tr

ac
t

（
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

契
約

）
T
B

4
,5

0
0
,0

0
0
.0

0
⑦

F
.Y

. 
2
0
0
4

T
B

1
1
,1

4
7
,2

7
7
.0

0
⑧

+
⑨

It
e
m

O
rd

in
ar

y(
一

般
現

地
活

動
費

)
T
B

2
,6

8
7
,6

5
0
.0

0
T
B

1
,0

2
3
,1

8
0
.0

0
T
B

2
,1

3
6
,7

0
7
.0

0
T
B

6
4
9
,7

4
0
.0

0
T
B

0
.0

0
T
B

6
,4

9
7
,2

7
7
.0

0
⑧

L
o
c
al

 C
o
n
su

lt
an

t 
C

o
n
tr

ac
t

（
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

契
約

）
T
B

4
,6

5
0
,0

0
0
.0

0
⑨

T
o
ta

l 
In

pu
ts

T
B

2
1
,3

4
2
,9

0
5
.6

6
  
F
.Y

.2
0
0
2
+
F
.Y

.2
0
0
3
+
F
.Y

.2
0
0
4

T
o
ta

l 
E
xp

e
n
di

tu
re

R
e
fu

n
d 

to
 J

IC
A

- 91 -

In
pu

ts
 o

f 
L
o
c
al

 B
u
dg

e
t

T
h
e
 1

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
o
ta

l 
E
xp

e
n
di

tu
re

T
h
e
 1

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 2

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 3

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 4

n
d 

Q
u
ar

te
r

R
e
fu

n
d 

to
 J

IC
A

R
e
fu

n
d 

to
 J

IC
A

T
h
e
 2

n
d 

Q
u
ar

te
r

(
5
)
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
経

費

T
o
ta

l 
E
xp

e
n
di

tu
re

T
h
e
 1

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 2

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 3

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 4

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 3

n
d 

Q
u
ar

te
r

T
h
e
 4

n
d 

Q
u
ar

te
r



  

- 92 - 

９
．

C
L
M
V
側

投
入

実
績

 

（
１

）
C
L
M
V
側

経
費

負
担

実
績

 

2
00
5/
2/
3
現

在
  

●
 

R
es
ul
ts
 o
f 
l
oc

al
 b

ud
ge
t
 c

on
tr

ib
ut
i
on

 b
y 

im
pl
e
me

nt
in

g 
ag
e
nc

y 
 

 C
am
bo
di
a 
I
ns
ta
ll
at
io
n
 c
os
t 
of
 t
h
e 
Ci
rc
ui

t-
B
re
ak
er
 

 
 

T
ra
ns
po
rt
at
i
on
 c
os
t 
fo
r
 t
he
 E
ng
in
e
er
s 
to
 r
ep
a
ir
 E
qu
ip
me
n
t
 

 
 

R
un
ni
ng
 c
os
t
s,
 s
ta
ti
on
e
ry
 a
nd
 c
on
s
um
ab
le
s 
of
 
th
e 
tr
ai
ni
n
g 
wh
ic

h 
we
r
e 
or
ga
ni
ze
d
 b
y 
th
e 
Pr
o
je
ct
 a
nd
 c
o
un
te
rp
ar
t 

 
 

C
os
ts
 o
f 
Wa
t
er
 a
nd
 E
le
c
tr
ic
it
y 
fo
r
 f
ac
il
it
ie
s
.
 

 
 

L
ao
s 

 
I
ns
ta
ll
at
io
n
 c
os
t 
of
 t
h
e 
Br
ea
ke
r 

 
 

R
un
ni
ng
 c
os
t
s,
 s
ta
ti
on
e
ry
 a
nd
 c
on
s
um
ab
le
s 
of
 
th
e 
tr
ai
ni
n
g 
wh
ic

h 
we
r
e 
or
ga
ni
ze
d
 b
y 
th
e 
Pr
o
je
ct
 a
nd
 c
o
un
te
rp
ar
t 

 
 

C
os
ts
 o
f 
Wa
t
er
 a
nd
 E
le
c
tr
ic
it
y 
fo
r
 f
ac
il
it
ie
s
.
 

 M
ya
nm
ar
 
 

T
ra
ns
po
rt
at
i
on
 c
os
t 
fo
r
 t
he
 e
ng
in
e
er
s 
to
 r
ep
a
ir
 e
qu
ip
me
n
t 
 

 
 

R
un
ni
ng
 c
os
t
s,
 s
ta
ti
on
e
ry
 a
nd
 c
on
s
um
ab
le
s 
of
 
th
e 
tr
ai
ni
n
g 
wh
ic

h 
we
r
e 
or
ga
ni
ze
d
 b
y 
th
e 
Pr
o
je
ct
 a
nd
 c
o
un
te
rp
ar
t 

 
 

C
os
ts
 o
f 
Wa
t
er
 a
nd
 E
le
c
tr
ic
it
y 
fo
r
 f
ac
il
it
ie
s
.
 

 V
ie
tn
am
 
 

R
un
ni
ng
 c
os
t
s,
 s
ta
ti
on
e
ry
 a
nd
 c
on
s
um
ab
le
s 
of
 
th
e 
tr
ai
ni
n
g 
wh
ic
h 
we
r
e 
or
ga
ni
ze
d
 b
y 
th
e 
Pr
o
je
ct
 a
nd
 c
o
un
te
rp
ar
t 

 
 

C
os
ts
 o
f 
Wa
t
er
 a
nd
 E
le
c
tr
ic
it
y 
fo
r
 f
ac
il
it
ie
s
.
 

 
 

T
ha
il
an
d 
R
un
ni
ng
 c
os
t
s,
 s
ta
ti
on
e
ry
 a
nd
 c

on
s
um
ab
le
s 
of
 
th
e 
tr
ai
ni
n
g 
wh
ic
h 

we
r
e 
or
ga
ni
ze
d
 b

y 
th
e 
Pr
o
je
ct
 a
nd
 c
o
un
te
rp
ar
t 

 
 

C
os
ts
 o
f 
Wa
t
er
 a
nd
 E
le
c
tr
ic
it
y 
fo
r
 f
ac
il
it
ie
s
.
 

  
 

R
ea
ge
nt
s 
fo
r
 D
ru
g 
an
al
y
si
s,
 C
on
su
m
ab
le
s 
fo
r 
t
he
 T
ra
in
in
g
s 
an

d 
Se
mi
n
ar
s,
 e
tc
. 

 
 

 



 

- 93 - 

  

（
２
）
C
L
M
V
側
提
供
施
設
 

Li
st

 O
ffe

re
d 

Fa
ci

lit
ie

s a
nd

 D
ru

g 
A

na
ly

st
s i

n 
C

LM
V

 c
ou

nt
rie

s 
 

 
 

C
ou

nt
ry

 
Fa

ci
lit

ie
s 

C
or

e 
D

ru
g 

A
na

ly
st

s 
 C

am
bo

di
a 

 Eq
ui

pp
ed

 la
bo

ra
to

ry
 fo

r G
C

 o
pe

ra
tio

n 
in

 N
at

io
na

l 
A

ut
ho

rit
y 

fo
r C

om
ba

tin
g 

D
ru

gs
 (N

A
C

D
), 

M
in

is
try

 o
f 

In
te

rio
r 

 

 (1
) D

r. 
M

EA
S 

V
Y

R
IT

H
, D

ire
ct

or
 N

A
C

D
 D

ru
g 

la
bo

ra
to

ry
 

(2
) M

rs
.C

hh
im

 S
ith

bb
un

ai
tit

, C
hi

ef
 o

f t
he

 B
ur

ea
u 

of
 T

ec
hn

ic
al

 
Sc

ie
nc

e 
 

 La
os

 
 

 Eq
ui

pp
ed

 la
bo

ra
to

ry
 fo

r G
C

 o
pe

ra
tio

n 
(3

 
ro

om
s/

ap
pr

ox
im

at
el

y 
65

m
2 

) in
 F

oo
d 

an
d 

D
ru

g 
Q

ua
lit

y 
C

on
tro

l C
en

te
r (

FD
Q

C
C

), 
M

in
is

try
 o

f H
ea

lth
 

(1
) M

rs
. S

O
U

K
 L

AT
SM

AY
 V

O
N

G
SA

C
K

, D
ire

ct
or

, F
D

Q
C

C
 

(2
) M

s .
V

O
N

G
M

A
N

Y,
 H

ea
d 

of
 N

ar
co

tic
 D

iv
is

io
n,

 F
D

Q
C

C
 

 M
ya

nm
ar

 
 

 Eq
ui

pp
ed

 la
bo

ra
to

ry
 fo

r G
C

 o
pe

ra
tio

n 
(3

 
ro

om
s/

ap
pr

ox
im

at
el

y 
36

 m
2 

) i
n C

he
m

ic
al

 E
xa

m
in

er
’s

 
O

ffi
ce

, (
C

EO
) M

ya
nm

ar
 P

ol
ic

e 
fo

rc
e 

, M
in

is
try

 o
f 

H
om

e A
ffa

irs
 

 

(1
) D

r. 
Ti

n 
A

un
g 

Th
ie

n,
 D

ire
ct

or
, O

ffi
ce

 o
f t

he
 C

he
m

ic
al

 
Ex

am
in

er
’s

 O
ffi

ce
, Y

an
go

n 
(2

) M
R

. S
aw

 H
en

ry
, A

ss
is

ta
nt

 D
ire

ct
or

, N
ar

co
tic

 S
ec

tio
n,

 C
EO

 
(3

) M
r. 

N
ya

n 
M

in
 T

un
, S

ta
ff 

O
ffi

ce
r, 

N
ar

co
tic

 S
ec

tio
n,

 C
EO

 
 

 V
ie

tn
am

  
 Eq

ui
pp

ed
 la

bo
ra

to
ry

 fo
r G

C
 o

pe
ra

tio
n 

(2
 

ro
om

s/
ap

pr
ox

im
at

el
y 

40
 m

2 
) in

 in
st

itu
te

 o
f F

or
en

si
c 

Sc
ie

nc
e 

in
 H

an
oi

, M
in

is
try

 o
f P

ub
lic

 S
ec

ur
ity

 
 

(
1)

 P
ro

f. 
H

O
A

N
 M

A
N

H
 H

U
N

G,
 V

ic
e 

D
ire

ct
or

, 
D

ire
ct

or
 o

f 
C

en
te

r o
f D

ru
g 

Ex
pe

rti
se

, 
(2

) M
r. 

D
u 

D
in

h 
D

on
g,

 A
na

ly
st

s, 
IF

S,
 H

an
oi

, 
(3

) M
r. 

N
gy

en
 D

ay
 T

ie
n,

 A
na

ly
st

s, 
IF

S,
 H

o 
C

hi
 M

in
h 

 
 

 

 
 

 
















	表紙
	目次
	序文
	地図
	写真
	略語表
	評価調査結果要約表
	第１章 終了時評価調査の概要
	１－１ 調査団派遣の経緯と目的
	１－２ 調査団の構成及び調査期間
	１－３ 対象プロジェクトの背景と概要
	１－３－１ プロジェクトの背景
	１－３－２ プロジェクトの概要


	第２章 終了時評価の方法
	２－１ 評価の手順
	２－２ 評価用プロジェクト・デザイン･マトリックス（PDMe）の作成

	第３章 プロジェクトの実績
	３－１ 投入実績（詳細は付属資料６．参照）
	３－２ 成果

	第４章 評価結果
	４－１ 評価５項目による評価（付属資料７．参照）
	４－１－１ 妥当性
	４－１－２ 有効性
	４－１－３ 効率性
	４－１－４ インパクト
	４－１－５ 自立発展性

	４－２ 効果発現に貢献した要因
	４－２－１ 計画内容に関すること
	４－２－２ 実施プロセスに関すること

	４－３ 問題点及び問題点を惹起した要因
	４－３－１ 計画内容に関すること
	４－３－２ 実施プロセスに関すること

	４－４ 結論

	第５章 提言と教訓
	５－１ 提言
	５－２ 教訓
	５－３ その他

	付属資料
	１．調査日程
	２．主要面談者
	３．ミニッツ（写）
	４．当初のPDM（PDMo）
	５．評価用のPDM(PDMe)
	６．プロジェクトの達成状況
	７．評価グリッド調査結果表
	８．日本側投入実績
	９．CLMV側投入実績
	10．国際ワークショップ発表資料



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF004a0049004300415c027528>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [200 200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




